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舛日講和とアメリカの「太平洋協定」構想（浜井）

【
要
約
】
対
日
講
和
を
機
に
米
国
務
省
内
で
は
、
ハ
ワ
ー
ド
や
ダ
レ
ス
に
よ
っ
て
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
が
考
案
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

に
お
け
る
包
括
的
な
安
全
保
障
枠
組
み
の
構
築
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
太
平
洋
版
N
A
T
O
」
の
役
割
を
期
待
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
の

関
心
と
は
異
な
り
、
講
和
を
急
ぐ
国
務
省
は
、
講
和
後
の
米
軍
駐
留
や
日
本
再
軍
備
な
ど
軍
部
が
求
め
る
安
全
保
障
上
の
要
請
を
満
た
し
、
同
時
に
「
寛

大
な
講
和
」
を
早
期
に
実
現
す
る
「
装
置
」
と
し
て
「
太
平
洋
協
定
」
を
立
案
し
た
。
そ
の
意
味
で
米
国
の
関
心
は
当
初
よ
り
限
定
的
で
あ
り
、
集
団
防

衛
体
制
の
構
築
と
い
う
観
点
は
実
際
に
は
二
義
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
五
一
年
初
頭
の
東
京
会
談
に
お
い
て
、
米
国
に
と
っ

て
実
質
的
に
満
足
す
べ
き
合
意
が
日
米
二
国
間
で
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
米
国
は
そ
の
後
の
講
和
交
渉
に
お
い
て
、
包
括
的
な
「
太
平
洋
協
定
」
を
実
現
す

る
と
い
う
所
期
の
構
想
に
固
執
す
る
必
要
を
失
い
、
そ
の
結
果
、
日
米
、
A
N
Z
U
S
、
米
比
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
性
格
の
異
な
る
個
別
的
な
安
金
保
障
取

極
め
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
七
巻
一
号
　
二
〇
〇
四
年
［
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
対
日
講
和
の
文
脈
で
米
国
務
省
内
に
浮
上
し
た
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
は
、
米
国
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
包
括
的
な
安
全
保
障
枠

組
み
を
形
成
す
る
可
能
性
を
追
求
し
た
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。
米
ソ
対
立
に
よ
り
国
連
が
本
来
想
定
し
た
普
遍
的
な
集
団
安
全
保
障
体
制

が
機
能
不
全
に
陥
る
一
方
、
国
連
憲
章
第
五
～
条
に
基
づ
く
地
域
的
な
集
団
防
衛
体
制
へ
の
関
心
が
高
ま
る
状
況
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

（1）1



諸
国
に
と
っ
て
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
は
、
「
太
平
洋
版
N
A
T
O
」
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
米
国
に
と
っ

て
こ
の
構
想
は
、
あ
く
ま
で
講
和
に
伴
う
安
全
保
障
問
題
の
解
決
と
い
う
文
脈
で
立
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
「
太
平
洋
協
定
」

に
対
す
る
米
国
の
関
心
は
当
初
よ
り
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
米
国

の
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
を
中
心
に
、
こ
の
構
想
が
実
質
的
に
後
退
す
る
一
九
五
一
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
の
東
京
会
談
ま
で
に
国
務
省

が
考
案
し
た
安
全
保
障
取
極
め
構
想
の
全
容
を
解
明
す
る
。

　
四
九
年
秋
に
本
格
化
し
た
講
和
検
討
作
業
に
お
い
て
、
米
国
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
は
、
日
本
の
西
側
志
向
を
確
実
に
す
る
と
同
時
に
、

講
和
後
の
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
を
い
か
に
確
保
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
講
和
の
早
期
実
現
を
望
ん
だ
国
務
省
は
、

軍
部
が
主
張
す
る
軍
事
的
要
件
を
満
た
し
、
か
つ
政
治
的
観
点
か
ら
日
本
や
友
好
国
に
と
っ
て
受
け
入
れ
可
能
な
満
足
す
べ
き
安
全
保
障
取
極

め
を
立
案
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
日
本
を
構
成
国
と
し
て
含
む
米
国
の
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
は
、
そ
う
し
た
文
脈
か
ら
常
に
対
日
講
和
と

一
体
化
し
た
方
策
と
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
従
来
の
研
究
に
お
い
て
「
太
平
洋
協
定
」
は
、
主
に
A
N
Z
U
S
・
米
比
条
約
の
起
源
と
い
う
観
点
か
ら
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
が
提
唱
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
地
域
的
安
全
保
障
構
想
と
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
米
国
の
対
応
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
他
方
で
、
米
国
の
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
の
立
案

過
程
に
焦
点
を
当
て
た
先
行
研
究
は
多
い
と
は
い
え
ず
、
と
り
わ
け
そ
れ
が
常
に
日
本
を
構
成
員
に
含
む
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
た
意
義
に
つ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
て
の
考
察
を
欠
い
て
い
た
。
国
務
省
の
構
想
が
十
分
に
解
明
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
講
和
交
渉
を
通
し
て
国
務
省
の

「
太
平
洋
協
定
」
案
は
一
度
も
公
式
に
は
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
第
二
に
「
太
平
洋
協
定
」
と
一
括
し
て
呼
称
さ
れ
た
構
想
が
、

そ
れ
を
提
唱
す
る
主
体
や
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
役
割
を
持
つ
も
の
と
し
て
立
案
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
厳
密
に
区
別
し
て
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

析
し
て
こ
な
か
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
は
、
米
国
の
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
を
対
日
講
和
の
文
脈
に
位
置
づ
け
、
国
務
省
の
安
全
保
障
取
極
め
構
想
の
全
体
像
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
第
一
の
課
題
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
東
京
会
談
に
お
い
て
安
全
保
障
枠
組
み
が
再
構
築
さ
れ
る
過
程
を
詳
ら
か
に
し
、
日
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米
間
の
合
意
に
は
日
本
側
の
提
案
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
検
討
を
通
し
て
、

浮
上
し
た
「
太
平
洋
協
定
」
の
有
し
た
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

対
日
講
和
を
機
に

対日講和とアメリカの「太平洋協定」構想（浜調二）

①
A
N
Z
U
S
条
約
成
立
の
観
点
か
ら
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
が
提
唱
す
る
「
太
平

　
洋
協
定
」
構
想
を
検
討
し
た
も
の
で
は
、
竃
o
H
三
覧
ρ
≦
．
U
卿
急
9
じ
ロ
ミ
喧
d
§
栽

　
ミ
§
郎
嵩
菓
子
鼻
ぎ
糊
§
さ
ミ
㌧
郵
勲
ミ
一
翼
§
職
b
覧
ミ
ミ
§
裕
僻
邑
－
竈
歌

　
（
O
聞
巨
。
『
霞
。
ダ
客
N
払
O
O
①
）
が
最
も
詳
細
な
研
究
で
あ
る
。
「
太
平
洋
協
定
」

　
を
め
ぐ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と
米
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
中
西
寛
門
戦
後

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
安
全
保
障
粋
組
み
の
模
索
と
日
本
1
【
九
四
九
～
五
一
年

　
一
」
（
『
近
代
日
本
研
究
馳
第
㎝
六
号
、
一
九
九
四
年
）
。
ブ
イ
リ
ピ
ン
の
構
想
に

　
焦
点
を
当
て
た
も
の
と
し
て
、
伊
藤
祐
子
「
嚇
太
平
洋
条
約
』
構
想
の
変
容
ー
ア

　
ジ
ア
太
平
洋
地
域
安
保
統
合
へ
の
動
き
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
一
九

　
四
九
一
【
九
五
一
一
扁
（
糊
国
際
関
係
紀
要
隔
（
亜
細
亜
大
学
）
第
～
○
巻
第
三
号
）
。

②
ζ
跨
。
p
の
研
究
は
、
米
国
の
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
を
中
心
に
論
じ
た
殆
ど

　
唯
～
の
も
の
だ
が
、
日
本
の
役
割
に
つ
い
て
の
考
察
が
不
十
分
で
あ
る

第
［
章
　
　
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
の
原
型
と
変
質

　
（
竃
害
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p
U
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冨
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σ
q
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嘗
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一
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評
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＝
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∴
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ぎ
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§
§
詩
ミ
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§
鐸
密
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N
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。
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。
）
。

③
菅
英
輝
は
、
日
本
再
軍
備
問
題
を
米
国
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
集
団
安
全
保

　
障
構
想
と
の
関
連
で
分
析
す
る
視
点
を
提
示
し
、
そ
の
枠
組
み
で
門
太
平
洋
協

　
定
」
を
論
じ
て
い
る
が
、
本
稿
は
国
務
省
の
意
図
を
よ
り
明
確
に
捉
え
る
こ
と
を

　
試
み
る
（
『
米
ソ
冷
戦
と
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
政
策
輪
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九

　
九
二
年
）
。
対
日
講
和
の
文
脈
で
「
太
平
洋
協
定
」
に
触
れ
た
も
の
と
し
て
は
、

　
細
谷
千
博
『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
へ
の
道
隔
（
中
央
公
論
社
、
｝
九
八
四
年
）
、

　
宮
里
政
玄
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
対
日
講
和
」
（
渡
辺
昭
夫
・
宮
里
政
玄
編

　
『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
撫
東
京
大
学
図
版
会
、
一
九
八
六
年
）
、
木
畑
洋
一

　
噸
帝
国
の
た
そ
が
れ
一
冷
戦
下
の
イ
ギ
リ
ス
と
ア
ジ
ア
隔
（
東
京
大
学
出
版
会
、

　
一
九
九
六
年
）

第
【
節
　
　
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
浮
上
の
背
景
一
「
軍
箏
的
要
件
」
を
め
ぐ
る
聞
茶
一

　
一
九
四
九
年
九
月
の
米
英
外
相
会
談
で
対
日
講
和
の
実
現
に
向
け
た
合
意
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
国
務
省
は
本
格
的
な
平
和
条
約
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

立
案
作
業
を
開
始
し
た
。
こ
の
時
点
で
米
国
政
府
内
で
は
、
対
日
政
策
の
主
要
な
目
的
が
「
B
本
を
ソ
連
に
渡
さ
な
い
」
「
日
本
の
西
側
志
向

の
確
保
」
の
二
点
に
あ
る
こ
と
で
一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
講
和
方
針
に
つ
い
て
は
、
政
治
的
観
点
か
ら
早
期
講
和
を
求
め
る
国
務
省
と
、
占

領
体
制
の
継
続
を
望
み
講
和
を
時
期
尚
早
と
す
る
軍
部
と
の
間
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
。
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軍
部
の
時
期
尚
早
論
に
反
駁
し
、
国
務
省
の
講
和
方
針
を
明
確
に
し
た
國
家
安
全
保
障
会
議
（
累
巴
8
巴
ω
①
。
巨
2
0
。
§
。
守
累
ω
○
）
文
書

N
S
C
四
九
／
～
（
　
○
月
四
日
付
）
は
、
「
日
本
に
お
け
る
米
国
の
不
可
欠
な
軍
事
的
要
件
が
、
条
約
か
あ
る
い
は
同
時
に
締
結
さ
れ
る
他
の

取
極
め
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
な
ら
ば
、
占
領
体
制
の
継
続
よ
り
も
講
和
を
促
進
す
る
方
が
B
本
に
関
す
る
我
々
の
目
標
を
達
成
し
安
く
な
る

だ
ろ
う
」
と
の
立
場
を
確
認
し
、
国
務
省
は
軍
部
に
対
し
て
講
和
交
渉
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
「
不
再
議
な
安
全
保
障
上
の
要
件
」
を
提
出
す

　
　
　
　
　
②

る
よ
う
求
め
た
。
そ
の
際
、
特
に
明
確
に
す
べ
き
点
と
し
て
質
し
た
の
は
、
講
和
後
の
日
本
本
土
に
お
け
る
米
軍
駐
留
と
再
軍
備
に
関
す
る
軍

　
　
　
　
　
　
　
③

部
の
立
場
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
軍
部
か
ら
の
回
答
を
待
つ
間
、
国
務
省
は
包
括
的
な
平
和
条
約
草
案
の
改
訂
作
業
か
ら
安
全
保
障
条
項
を
取
り

出
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
独
自
に
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
国
務
省
で
安
全
保
障
条
項
の
研
究
を
担
当
し
た
の
は
、
戦
後
、
主
に
国
務
省
の
法
律
顧
問
と
し
て
政
策
立
案
に
関
わ
り
、
ア
チ
ソ
ン
（
U
Φ
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

》
9
霧
8
）
国
務
長
島
の
特
別
補
佐
官
の
任
に
就
い
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
ハ
ワ
ー
ド
（
冒
冨
b
d
』
・
蓄
置
）
で
あ
っ
た
。
彼
が
ま
ず
「
最
も
直
接
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

且
つ
差
し
迫
っ
た
問
題
」
と
し
て
取
り
組
ん
だ
課
題
は
、
日
本
再
軍
備
に
関
す
る
国
務
省
の
立
場
を
固
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
再
軍
備
問
題
に
関
し
て
国
務
省
は
、
治
安
目
的
の
警
察
力
を
整
備
す
る
必
要
を
認
め
る
と
と
も
に
、
将
来
的
な
日
本
の
自
衛
力
強
化
を
求
め

る
統
合
参
謀
本
部
（
曾
。
巨
9
蕪
ω
。
｛
ω
鼠
｛
こ
0
ω
）
の
主
張
に
理
解
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
本
格
的
な
再
軍
備
を
開
始
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

め
ぐ
っ
て
は
国
務
省
内
で
も
方
針
が
固
ま
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
に
関
し
て
ハ
ワ
ー
ド
が
「
促
進
論
」
と
「
慎
重
論
」
の
双
方
の
観
点
か
ら
再

検
討
し
た
結
果
、
ア
チ
ソ
ン
に
提
出
す
る
た
め
に
準
備
さ
れ
た
文
書
（
＝
月
～
五
日
付
）
は
、
慎
重
論
に
基
づ
き
「
平
和
条
約
で
日
本
再
軍
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
認
め
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
」
と
結
論
づ
け
た
。

　
国
務
省
が
再
軍
備
問
題
を
講
和
後
の
協
議
事
項
と
し
て
先
送
り
す
る
決
断
を
下
し
た
背
景
に
は
、
五
〇
年
～
月
に
予
定
さ
れ
た
英
連
邦
首
脳

会
議
ま
で
に
、
英
国
に
具
体
的
な
講
和
構
想
を
提
出
す
る
必
要
か
ら
、
米
国
政
府
内
の
講
和
方
針
の
策
定
を
急
務
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
に
軍
部
と
の
合
意
が
急
が
れ
た
が
、
軍
部
に
は
再
軍
備
規
定
を
条
約
内
に
盛
り
込
む
よ
う
主
張
す
る
勢
力
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し

国
務
省
は
、
占
領
政
策
と
矛
盾
し
、
対
外
的
に
も
正
当
性
を
確
保
し
に
く
い
再
軍
備
条
項
を
平
和
条
約
に
挿
入
す
る
こ
と
は
、
講
和
を
遅
延
さ

4　（4）
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せ
る
要
因
に
な
る
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
米
軍
が
継
続
的
に
B
本
に
駐
留
す
る
な
ら
ば
、
対
ソ
軍
事
戦
略
的
に
も
再
軍
備
を
急
ぐ
必
要
が
な
い

と
分
析
し
た
。
し
た
が
っ
て
国
務
省
は
、
米
国
が
確
保
す
べ
き
「
軍
事
的
要
件
し
を
日
本
本
土
に
お
け
る
米
軍
の
継
続
的
駐
留
に
絞
る
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

軍
部
と
の
合
意
を
図
り
、
政
府
内
の
講
和
態
勢
を
整
え
る
こ
と
を
狙
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
日
本
本
土
の
基
地
を
講
和
後
も
保
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
務
省
は
当
初
か
ら
積
極
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
少
な
く

と
も
一
九
四
九
年
春
ま
で
の
国
務
省
に
お
い
て
は
、
日
本
の
安
全
保
障
は
「
巳
本
本
土
以
外
の
基
地
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
」
と
の
認
識
が
一

般
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
四
八
年
三
月
に
訪
日
し
た
ケ
ナ
ン
（
0
8
H
σ
q
①
頃
浴
自
雪
）
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（
U
。
天
一
霧
ζ
き
〉
警
霞
）
が
語
っ
た
戦

略
　
　
琉
球
諸
島
の
米
海
空
軍
力
に
よ
っ
て
日
本
防
衛
は
可
能
　
　
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
琉
球
諸
島
を
長
期
的
に
確

保
し
た
う
え
で
、
「
将
来
的
な
旨
本
本
土
の
基
地
使
用
に
関
し
て
は
、
軍
事
専
門
家
の
判
断
が
待
た
れ
る
」
と
い
う
の
が
当
初
の
国
務
省
の
立

　
　
　
　
⑧

場
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
「
日
本
本
土
に
基
地
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
琉
球
諸
島
の
基
地
は
太
平
洋
や
そ
の
周
辺
の
他
の
米
軍
基
地
と
同
様
、

わ
れ
わ
れ
の
本
質
的
な
必
要
を
満
た
さ
な
い
」
と
の
軍
部
の
方
針
が
伝
え
ら
れ
た
の
に
加
え
、
四
九
年
半
ば
以
降
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
も
講
和
後

の
限
定
的
な
米
軍
の
日
本
駐
留
を
認
め
る
立
場
に
転
じ
た
。
さ
ら
に
米
国
世
論
も
米
軍
の
継
続
的
駐
留
に
好
意
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
背
景
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

て
、
国
務
省
は
四
九
年
一
〇
月
の
段
階
に
お
い
て
講
和
後
も
日
本
に
米
軍
を
維
持
す
る
こ
と
に
同
意
を
示
し
た
。

　
た
だ
し
、
平
和
条
約
に
お
い
て
達
成
す
べ
き
は
あ
く
ま
で
「
占
領
の
終
結
」
で
あ
る
と
の
見
地
か
ら
国
務
省
は
、
駐
留
期
間
を
限
定
的
な
も

の
と
し
て
米
軍
撤
退
の
道
筋
を
つ
け
、
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
「
満
足
す
べ
き
安
全
保
障
取
極
め
」
に
よ
っ
て
考
慮
す
べ
き
と
の
立
場
を
と
っ

て
い
た
。
国
務
省
は
長
引
く
占
領
に
よ
っ
て
日
本
人
は
苛
立
っ
て
い
る
と
観
察
し
て
お
り
、
基
地
の
存
続
が
日
本
人
の
対
米
感
情
の
悪
化
を
招

き
、
講
和
の
最
大
の
目
的
で
あ
る
日
本
の
西
側
志
向
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
講
和
後
も
日
本
本
土
に
基
地
を
保

持
す
る
に
せ
よ
、
駐
留
の
期
間
や
配
置
、
規
模
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
軍
部
と
更
な
る
協
議
を
要
す
る
と
見
な

　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
講
和
促
進
に
反
対
す
る
軍
部
の
姿
勢
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
英
連
邦
首
脳
会
議
の
開
催
が
差
し
迫
っ
た
～
二
月
二
三
日
、
軍
部
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

講
和
を
時
期
尚
早
と
す
る
立
場
を
再
確
認
し
た
響
胴
文
書
を
国
務
省
に
提
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
講
和
を
急
ぐ
国
務
省
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
の

支
持
を
背
景
に
、
ソ
連
の
除
外
を
視
野
に
入
れ
、
同
時
に
軍
事
的
要
件
を
満
た
す
講
和
方
式
を
独
自
に
模
索
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
国
務
省
が
求
め
て
い
た
「
不
可
欠
の
軍
事
的
要
件
」
に
関
し
て
軍
部
の
回
答
文
書
は
、
「
最
低
限
の
」
要
件
と
し
て
日
本
本
土
に
お
け
る
現

状
規
模
の
米
軍
基
地
の
確
保
を
挙
げ
て
い
た
。
一
方
、
日
本
再
軍
備
に
関
し
て
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
（
○
日
簿
目
累
’
ω
『
P
山
一
Φ
《
）
J
C
S
議
長
は
、
ア
チ

ソ
ン
と
の
会
談
の
際
に
、
将
来
的
な
再
軍
備
の
必
要
性
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
「
現
時
点
に
お
い
て
日
本
に
再
軍
備
を
許
す
こ
と
は
適
切
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
」
と
の
国
務
省
の
主
張
に
同
意
し
た
。
こ
れ
ら
軍
部
の
見
解
を
勘
案
し
て
、
四
九
年
末
か
ら
五
〇
年
春
に
か
け
て
の
講
和
方
式
を
め
ぐ
る
国

務
省
内
の
議
論
は
、
欝
本
本
土
に
お
け
る
米
軍
駐
留
権
を
い
か
な
る
方
式
で
確
保
す
る
か
と
い
う
点
に
集
中
し
た
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
す
で
に
軍
部
や
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
、
そ
し
て
英
国
は
、
平
和
条
約
と
同
時
に
日
米
二
国
間
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
で
基
地
権

利
を
確
保
す
る
方
式
を
国
務
省
に
提
示
し
て
い
た
。
ハ
ワ
ー
ド
も
当
初
こ
の
方
式
を
念
頭
に
検
討
を
進
め
て
い
た
が
、
四
九
年
末
ま
で
に
国
務

省
は
こ
れ
に
消
極
的
な
姿
勢
に
転
じ
た
。
と
い
う
の
も
、
基
地
協
定
を
締
結
す
る
場
合
、
不
安
定
な
極
東
情
勢
に
鑑
み
て
米
軍
駐
留
の
期
間
や

規
模
を
最
大
限
に
見
積
も
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
あ
か
ら
さ
ま
な
米
国
の
軍
事
的
関
与
は
日
本
や
極
東
諸
国
に
憂
慮
す
べ
き
心
理
的
悪
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

響
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
地
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
配
慮
す
る
国
務
省
の
姿
勢
は
、
四
九
年
一
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

末
に
策
定
さ
れ
た
包
括
的
な
対
ア
ジ
ア
政
策
文
書
（
N
S
C
四
八
／
；
の
方
針
に
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
基
地
協
定
方
式
に
代
わ
っ
て
採
る
べ
き
国
務
省
の
方
針
は
、
五
〇
年
一
月
一
八
日
に
、
ア
チ
ソ
ン
、
ラ
ス
ク
（
］
∪
の
餌
ロ
配
信
ω
犀
）
国
務
副
次
官
、

バ
タ
ー
ワ
ー
ス
（
ぐ
刈
・
〈
引
鋤
一
け
O
口
ゆ
仁
什
け
Φ
同
≦
O
門
け
ぴ
）
極
東
担
当
学
務
次
官
補
、
ハ
ワ
ー
ド
ら
が
出
席
し
た
会
議
で
検
討
さ
れ
た
。
会
議
用
に
ハ
ワ
ー

ド
が
準
備
し
た
資
料
は
、
「
安
全
保
障
事
項
に
関
し
て
占
領
期
の
取
極
め
を
継
続
し
た
ま
ま
日
本
と
政
治
的
経
済
的
関
係
を
回
復
す
る
協
定
」

と
「
米
国
あ
る
い
は
西
側
連
合
国
の
基
地
存
続
を
認
め
る
平
和
条
約
」
と
い
う
二
つ
の
選
択
肢
を
比
較
検
討
し
、
将
来
の
好
ま
し
い
情
勢
の
も

と
で
恒
久
的
な
安
全
保
障
取
極
め
を
発
展
さ
せ
る
可
能
性
を
残
す
と
い
う
点
で
、
政
策
の
柔
軟
性
を
確
保
し
う
る
前
者
の
方
が
よ
り
米
国
の
利
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⑮

益
を
導
く
と
結
論
づ
け
た
。
後
者
の
選
択
肢
が
望
ま
し
く
な
い
理
由
と
し
て
は
、
基
地
協
定
方
式
に
お
け
る
批
判
と
同
様
に
心
理
的
要
素
が
重

視
さ
れ
、
特
に
米
国
の
長
期
に
わ
た
る
軍
事
コ
ミ
ッ
ト
に
対
す
る
共
産
主
義
陣
営
か
ら
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
攻
撃
を
受
け
て
日
本
政
府
が
困
難
な

立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
一
月
一
八
日
の
会
議
で
は
第
一
の
選
択
肢
も
強
い
反
対
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
方
式
は
対
ソ
関
係
の
観
点
か
ら
講
和
後

の
米
軍
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
懸
念
を
示
し
て
い
た
軍
部
に
配
慮
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
占
領
体
制
の
存
続
は
軍
部
の
不
満
を

実
質
的
に
解
消
す
る
～
方
で
、
た
と
え
任
務
を
安
全
保
障
の
領
域
に
限
定
す
る
に
せ
よ
、
本
格
的
な
講
和
を
望
む
日
本
人
を
失
望
さ
せ
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

同
盟
国
に
も
米
国
の
講
和
方
針
に
疑
念
を
抱
か
せ
る
な
ど
の
明
白
な
欠
点
が
認
め
ら
れ
た
。

　
ハ
ワ
ー
ド
の
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
は
、
以
上
の
よ
う
な
日
本
本
土
に
お
け
る
基
地
権
利
の
確
保
と
い
う
「
軍
事
的
要
件
」
を
満
た
す
講
和

方
式
に
関
す
る
国
務
省
内
の
行
き
詰
ま
り
を
背
景
に
、
そ
れ
を
打
開
す
る
方
策
と
し
て
考
案
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
ら
れ
た

選
択
肢
の
代
替
案
と
し
て
、
本
格
的
な
講
和
の
実
現
を
前
提
に
、
あ
か
ら
さ
ま
な
基
地
協
定
的
性
格
が
薄
く
、
か
つ
平
和
条
約
と
は
別
途
の
取

極
め
に
よ
っ
て
、
講
和
後
の
米
軍
駐
留
を
国
際
的
に
正
当
化
す
る
方
式
が
考
慮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
ハ
ワ
ー
ド
構
想
の
原
型
と
修
正

　
「
太
平
洋
協
定
」
と
い
う
発
想
自
体
は
、
す
で
に
四
九
年
春
以
降
、
「
太
平
洋
版
N
A
T
O
」
構
想
と
し
て
し
ば
し
ば
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
諸
国
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
国
務
省
は
、
協
定
か
ら
除
外
さ
れ
た
地
域
に
も
た
ら
す
心
理
的
悪
影
響
な
ど
を
懸
念
し
、

一
貫
し
て
消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
そ
の
～
方
で
、
米
国
が
何
ら
か
の
安
全
保
障
取
極
め
に
よ
っ
て
西
太
平
洋
地
域
の
安
全
に
責
任
を

負
う
意
志
を
示
せ
ば
、
米
国
の
望
む
「
寛
大
な
講
和
」
を
支
持
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
「
太
平
洋
協
定
」
問
題
を
対
日
講
和
の
文
脈
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ら
考
慮
す
る
必
要
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　
ハ
ワ
ー
ド
自
身
は
、
四
九
年
一
〇
月
の
段
階
で
、
「
日
本
の
要
請
に
よ
り
、
米
国
が
限
定
的
な
軍
隊
の
維
持
を
引
き
受
け
る
」
こ
と
を
目
的

7　（7）



と
し
た
「
地
域
防
衛
取
極
め
は
国
連
憲
章
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
」
と
の
結
論
を
導
い
て
い
た
。
そ
の
後
も
彼
が
、
占
領
終
結
後
、
米
軍

撤
退
を
考
慮
す
る
際
に
望
ま
れ
る
取
極
め
と
し
て
「
最
も
可
能
性
が
あ
り
そ
う
」
だ
と
考
え
て
い
た
の
は
、
安
全
保
障
を
目
的
と
す
る
「
太
平

洋
地
域
取
極
め
（
評
。
聾
。
H
Φ
α
Q
一
露
巴
舶
達
コ
α
Q
①
旨
婁
）
」
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
方
式
で
あ
っ
た
。
ま
た
N
S
C
四
八
／
二
に
お
い
て
、
共
産
主

義
の
浸
透
に
対
抗
す
る
た
め
の
「
国
連
憲
章
第
五
一
条
の
規
定
に
合
致
し
た
」
何
ら
か
の
安
全
保
障
取
極
め
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
必

要
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
米
国
政
府
内
で
も
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
集
団
防
衛
体
制
へ
の
関
心
は
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

一
月
一
八
日
の
会
議
を
受
け
て
ラ
ス
ク
が
、
講
和
と
同
時
に
安
全
保
障
問
題
を
直
接
解
決
す
る
よ
う
な
最
も
望
ま
し
い
取
極
め
を
考
慮
す
る
よ

う
提
案
し
た
際
に
、
ハ
ワ
ー
ド
が
国
際
的
な
支
持
を
得
や
す
い
国
連
憲
章
に
依
拠
し
た
地
域
取
極
め
方
式
を
採
用
し
た
の
は
必
然
性
を
伴
う
も

　
　
　
　
⑱

の
で
あ
っ
た
。

　
ハ
ワ
ー
ド
は
一
月
下
旬
か
ら
新
た
な
安
全
保
障
方
式
の
検
討
作
業
を
開
始
し
た
。
そ
の
際
に
ハ
ワ
ー
ド
は
、
最
低
限
の
軍
事
的
要
件
と
し
て

「
沖
縄
と
恐
ら
く
は
日
本
本
土
の
米
軍
基
地
の
確
保
」
を
設
定
し
、
「
日
本
の
脅
威
」
と
「
共
産
主
義
の
脅
威
」
の
両
側
面
に
対
処
す
る
相
互

補
完
的
な
性
格
の
取
極
め
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
満
た
す
も
の
と
し
て
二
月
～
日
付
の
草
案
を
作
成
し
、
具
体
的

な
講
和
方
式
と
し
て
二
つ
の
選
択
肢
を
挙
げ
て
比
較
検
討
し
た
。
第
一
の
選
択
肢
は
「
地
域
的
安
全
保
障
取
極
め
と
平
和
条
約
」
で
あ
り
、
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

二
は
「
平
和
条
約
と
日
本
中
立
化
」
で
あ
る
。

　
第
一
の
選
択
肢
に
関
し
て
は
、
ま
ず
平
和
条
約
に
よ
っ
て
占
領
の
終
結
を
も
た
ら
し
、
日
本
の
非
武
装
化
の
継
続
を
規
定
す
る
。
た
だ
し
、

五
年
ご
と
も
し
く
は
F
E
C
諸
国
及
び
日
本
の
要
請
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
安
全
保
障
条
項
の
見
直
し
が
可
能
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
将
来

的
な
再
軍
備
へ
の
道
を
拓
く
も
の
と
し
た
。
平
和
条
約
と
岡
時
に
成
立
す
る
「
地
域
的
安
全
保
障
取
極
め
」
は
、
構
成
国
と
し
て
、
米
国
、
カ

ナ
ダ
、
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
想
定
し
、
そ
れ
ら
「
構
成
國
の
領
土
保
全
、
政
治
的
独
立
、
安
全

保
障
に
対
す
る
い
か
な
る
試
み
も
す
べ
て
の
構
成
国
に
対
す
る
侵
略
行
為
と
見
な
す
」
と
い
う
規
定
を
含
ん
だ
点
で
、
北
大
西
洋
条
約
第
五
条

の
規
定
と
同
様
の
「
集
団
防
衛
」
的
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
構
成
国
の
役
割
と
し
て
は
、
「
自
助
及
び
相
互
援
助
」
の
原
則
か
ら
そ
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対日講和とアメリカの「太平洋協定」構想（浜井）

れ
そ
れ
協
力
を
要
請
し
、
特
に
日
本
に
関
し
て
は
、
補
足
協
定
に
お
け
る
共
同
防
衛
基
地
の
提
供
と
と
も
に
、
米
国
に
よ
る
継
続
的
な
沖
縄
の

領
有
を
挙
げ
て
い
た
。

　
他
方
、
第
二
の
選
択
肢
で
あ
る
「
B
本
中
立
化
」
は
、
日
本
の
中
立
を
大
国
が
尊
重
す
る
こ
と
で
維
持
し
、
中
立
化
実
現
の
た
め
に
米
国
が

沖
縄
を
保
持
す
る
と
し
た
。
こ
の
構
想
は
、
講
和
問
題
が
浮
上
し
て
以
来
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
し
ば
し
ば
主
張
し
て
き
た
も
の
を
意
識
し
て
検

討
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
選
択
肢
を
示
し
た
う
え
で
、
ハ
ワ
ー
ド
は
、
共
産
主
義
勢
力
に
対
す
る
実
効
的
な
抑
止
力
と
し
て
、
前
者
の
「
地
域
的
安
全

保
障
取
極
め
扁
方
式
に
よ
り
高
い
評
価
を
与
え
た
。
こ
の
文
書
は
、
ラ
ス
ク
が
出
席
し
た
二
月
七
日
の
会
議
に
お
け
る
検
討
を
経
て
修
正
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ラ
ス
ク
か
ら
ア
チ
ソ
ン
に
送
付
さ
れ
た
二
月
～
○
日
案
に
お
い
て
前
者
方
式
を
採
る
べ
き
こ
と
が
勧
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
間
の
主
な
修
正
は
次
の
二
点
で
あ
っ
た
。
第
一
は
、
二
月
一
日
案
の
第
一
の
選
択
肢
（
選
択
肢
1
）
に
、
「
占
領
終
結
後
、
す
ぐ
に
は
基

地
が
軍
事
的
に
不
可
欠
で
な
い
場
合
」
と
い
う
選
択
肢
（
選
択
肢
豆
）
が
加
え
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
修
正
に
は
、
軍
事
的
要
求
を
最
大
限

に
見
積
も
る
傾
向
に
あ
る
軍
部
に
対
し
て
、
国
務
省
は
「
健
全
な
疑
い
」
を
も
っ
て
そ
の
必
要
性
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
慮
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
時
期
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
ら
が
訪
日
し
て
お
り
、
そ
の
帰
国
報
告
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
基
地
問
題
に
対
す
る
国
務
省
の
方
針
に
柔
軟
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
持
た
せ
る
必
要
も
あ
っ
た
。

　
第
二
の
修
正
点
と
し
て
、
二
月
一
日
案
で
は
取
極
め
自
体
に
規
定
し
て
い
た
構
成
国
の
軍
事
義
務
を
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
協
定
に
よ
っ
て
定
め

る
と
い
う
選
択
肢
が
「
選
択
肢
1
」
に
加
え
ら
れ
た
（
＜
巴
9
・
賦
自
門
）
。
こ
の
協
定
に
よ
り
各
国
は
、
軍
隊
や
施
設
の
利
用
、
領
土
通
過
権
な
ど

を
含
め
た
義
務
を
引
き
受
け
る
と
さ
れ
、
日
本
の
基
地
使
用
に
関
す
る
補
足
協
定
も
そ
の
～
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　
ハ
ワ
ー
ド
の
「
太
平
洋
協
定
」
案
に
ア
チ
ソ
ン
は
好
意
的
な
反
応
を
見
せ
、
ト
ル
ー
マ
ン
も
ま
た
こ
れ
を
「
有
望
で
あ
る
」
と
評
価
し
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

家
安
全
保
障
会
議
用
の
文
書
を
作
成
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

　
講
和
方
式
の
検
討
と
並
行
し
て
ハ
ワ
ー
ド
は
、
地
域
取
極
め
と
日
本
国
憲
法
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
た
。
二
月
中
旬
に
開
催
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さ
れ
た
バ
ン
コ
ク
会
議
で
は
、
軍
事
的
制
裁
を
含
む
い
か
な
る
取
極
め
も
憲
法
に
抵
触
す
る
と
し
て
、
日
本
の
参
加
は
否
定
的
に
論
じ
ら
れ
て

い
た
。
し
か
し
ハ
ワ
ー
ド
は
、
制
憲
当
時
と
は
情
勢
が
変
化
し
て
お
り
、
ま
た
「
軍
事
制
裁
」
の
義
務
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
し
た
が
っ

て
」
果
た
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
「
通
行
権
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
援
助
及
び
施
設
」
の
提
供
に
よ
り
協
力
関
係
の
構
築
は
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

能
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

　
こ
の
国
務
省
の
条
約
構
想
に
対
し
て
軍
部
は
、
国
務
省
を
「
条
約
狂
砿
と
非
難
す
る
と
と
も
に
、
基
地
権
利
に
関
す
る
交
渉
を
講
和
成
立
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
持
ち
越
そ
う
と
す
る
国
務
省
の
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
、
国
務
省
と
軍
部
と
の
溝
は
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
ハ

ワ
ー
ド
は
、
基
地
の
獲
得
を
不
可
欠
な
要
件
と
す
る
軍
部
に
配
慮
し
て
、
さ
ら
に
修
正
を
加
え
た
三
月
九
日
付
の
草
案
を
作
成
し
た
。
こ
こ
で

二
月
一
カ
日
案
の
「
選
択
肢
1
」
及
び
「
＜
簿
鐙
怠
。
口
N
」
が
採
用
さ
れ
、
「
平
和
条
約
－
安
全
保
障
取
極
め
…
特
別
協
定
」
と
い
う
方
式
が
固

　
　
⑮

ま
っ
た
。

　
こ
こ
ま
で
の
ハ
ワ
ー
ド
構
想
に
み
ら
れ
る
特
徴
は
、
共
産
主
義
及
び
日
本
軍
国
主
義
の
復
活
と
い
う
二
重
の
脅
威
主
体
を
想
定
し
な
が
ら
も

協
定
自
体
に
は
そ
れ
を
明
記
せ
ず
、
「
い
か
な
る
武
装
攻
撃
も
す
べ
て
の
構
成
国
に
対
す
る
侵
略
行
為
と
み
な
す
」
と
い
う
N
A
T
O
型
の

「
集
団
防
衛
の
論
理
」
を
採
用
し
た
点
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
連
憲
章
に
基
づ
く
相
互
安
全
保
障
の
枠
組
み
を
構
築
し
、
国
際
的
正
当

性
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
こ
の
取
極
め
の
も
と
で
の
継
続
的
な
米
軍
駐
留
に
対
す
る
日
本
人
の
反
感
を
軽
減
し
う
る
と
考
え
ら
れ
た
。
同
時
に

ハ
ワ
ー
ド
は
こ
の
協
定
案
が
持
つ
利
点
と
し
て
、
「
非
懲
罰
的
な
対
日
平
和
条
約
の
署
名
を
促
進
さ
せ
、
日
本
に
よ
る
侵
略
に
対
す
る
保
障
を

与
え
る
の
に
役
立
つ
」
こ
と
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
日
本
の
基
地
に
関
す
る
協
定
に
関
し
て
は
五
年
間
の
年
限
を
設
け
、
そ
の
後
の
延
長
に
は
日

本
も
し
く
は
構
成
国
の
多
数
が
同
意
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
日
米
二
国
聞
よ
り
も
多
国
間
協
定
と
す
べ
き
こ
と
、
米
国
の
指
揮
の
も
と
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
軍
隊
も
日
本
に
留
ま
り
続
け
る
よ
う
説
得
す
べ
き
こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
本
人
感
情
へ
の
配
慮
を
示
す
も
の
で

　
　
㊧

あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
の
原
型
と
い
う
べ
き
初
期
の
ハ
ワ
ー
ド
案
は
、
軍
部
の
み
な
ら
ず
国
務
省
内
に
お
い
て
も
様
々
な
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対日講和とアメリカの「太平洋協定」構想、（浜井）

批
判
を
受
け
、
更
な
る
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
極
東
視
察
か
ら
帰
国
し
た
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
は
ア
ジ
ア
地
域
に
「
集
団
防
衛
」
体
制
を
築
く

こ
と
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
、
ま
た
国
連
局
や
欧
州
局
か
ら
も
、
（
一
）
英
仏
の
除
外
に
よ
る
両
国
と
の
関
係
悪
化
の
可
能
性
、
（
二
）
北
大
西

洋
条
約
の
中
東
版
で
あ
る
「
中
東
協
定
」
実
現
へ
の
圧
力
増
加
、
（
三
）
除
外
さ
れ
た
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
対
す
る
心
理
的
悪
影
響
と
い
う
点

が
主
な
批
判
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
れ
ら
の
批
判
を
克
服
す
る
た
め
、
ハ
ワ
ー
ド
は
三
月
三
〇
日
に
薪
た
な
修
正
案
を
作
成
し
た
。
こ
の
三
月
三
〇
日
案
で
ハ
ワ
ー
ド
は
、
日

本
防
衛
と
他
の
相
互
防
衛
を
区
別
し
、
日
本
防
衛
を
明
確
に
規
定
す
る
一
方
で
、
そ
の
他
の
相
互
防
衛
に
関
し
て
は
、
有
事
の
際
に
各
構
成
国

が
「
協
議
」
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
を
決
定
す
る
と
し
て
防
衛
義
務
を
課
さ
な
い
方
式
を
採
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
集
団
防
衛
」
の
論
理
を

弱
め
、
北
大
西
洋
条
約
と
の
性
格
の
違
い
を
際
立
た
せ
る
こ
と
で
、
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
の
懸
念
を
払
拭
す
る
と
と
も
に
、
中
東
協
定
へ
の
圧
力
に

も
反
論
し
う
る
と
ハ
ワ
ー
ド
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
協
定
か
ら
除
外
さ
れ
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
韓
国
及
び
そ
の
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
は
日
本
防
衛
の
手
段
を
有
さ
な
い
こ
と
、
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
は
太
平
洋
国
家
で
は
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
正
当
化
さ
れ
う
る
と
し
、
最
も

批
判
が
集
中
し
た
英
仏
の
除
外
に
関
し
て
は
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
両
国
の
植
民
地
の
防
衛
義
務
を
負
わ
さ
れ
な
い
な
ら
ば
参
加
可
能
で
あ

る
と
し
て
妥
協
の
道
を
拓
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
五
〇
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
ハ
ワ
ー
ド
の
「
太
平
洋
協
定
」
案
は
、
様
々
な
修
正
を
加
え
な
が
ら
も
、

米
国
の
軍
事
的
要
件
に
正
当
性
を
与
え
講
和
の
促
進
剤
と
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
と
同
時
に
、
な
お
そ
の
枠
組
み
に
お
い
て
ア
ジ
ア
太
平
洋

諸
国
が
提
唱
し
て
き
た
「
太
平
洋
版
N
A
T
O
」
構
想
に
も
接
点
を
持
つ
「
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
し
て
考
案
さ
れ
た
。
し
か
し
、
四
月
以

降
、
構
想
の
性
格
が
大
き
く
変
質
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
節
　
「
日
本
を
め
ぐ
る
二
重
保
障
」
協
定
案
へ

四
月
七
日
、
国
務
長
官
顧
問
に
就
任
が
決
ま
っ
た
ダ
レ
ス
（
｝
。
ぎ
国
U
色
①
ω
）
に
対
し
て
対
日
講
和
に
関
す
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
が
行
な
わ
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れ
た
。
そ
の
際
、
ハ
ワ
ー
ド
は
安
全
保
障
取
極
め
の
粗
案
を
提
示
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
「
太
平
洋
協
定
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
重
要
な
変
更
を

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

施
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
ハ
ワ
ー
ド
は
、
北
大
西
洋
条
約
よ
り
は
緩
や
か
だ
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
桐
互
安
全
保
障
の
役
割
を
担
う
も
の
と
し

て
「
太
平
洋
協
定
」
を
立
案
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ダ
レ
ス
に
提
示
し
た
粗
案
は
、
～
方
で
「
日
本
防
衛
」
を
掲
げ
、
他
方
で
「
日
本
に
よ
る

構
成
国
へ
の
攻
撃
を
他
の
す
べ
て
の
構
成
国
に
対
す
る
攻
撃
と
み
な
〔
す
〕
」
と
明
記
し
て
、
構
成
国
の
相
互
援
助
規
定
を
「
日
本
に
よ
る
侵

略
」
の
場
合
に
限
定
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
至
っ
て
「
太
平
洋
協
定
」
は
、
「
二
本
防
衛
」
及
び
「
対
日
防
衛
」
を
目
的
と
し
た
、

「
日
本
を
め
ぐ
る
二
重
保
障
」
協
定
へ
と
焦
点
が
絞
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
米
国
の
考
え
る
「
太
平
洋
協
定
」
が
、

い
わ
ゆ
る
「
太
平
洋
版
N
A
T
O
」
構
想
と
は
明
確
に
一
線
を
画
す
る
も
の
へ
と
変
質
し
た
こ
と
を
意
昧
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ハ
ワ
ー
ド
構
想
に
変
質
を
も
た
ら
し
た
直
接
の
要
因
は
、
欧
州
局
の
ト
ン
プ
ソ
ン
（
ご
Φ
語
ξ
μ
国
肖
8
ヨ
甥
。
昌
）
の
提
案
で
あ
っ
た
。
ト
ン

プ
ソ
ン
は
、
ハ
ワ
ー
ド
案
を
批
判
す
る
議
論
で
、
「
第
一
に
日
本
防
衛
を
、
第
二
に
日
本
に
よ
る
攻
撃
に
対
す
る
相
互
防
衛
を
規
定
し
、
韓
国

や
東
南
ア
ジ
ア
を
含
む
協
定
」
に
つ
い
て
考
慮
す
る
こ
と
を
促
し
た
。
こ
の
提
案
に
対
し
て
は
、
極
東
局
に
お
い
て
「
日
本
に
対
す
る
防
衛
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

構
を
設
立
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
日
本
人
を
失
望
さ
せ
る
」
「
日
本
の
共
産
主
義
に
対
す
る
抵
抗
力
を
弱
め
る
」
と
い
っ
た
批
判
が
生
じ
た
。

ハ
ワ
ー
ド
も
ま
た
、
同
様
の
懸
念
に
加
え
て
、
軍
部
が
ア
ジ
ア
大
陸
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
に
乗
り
気
で
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
難
色
を
示
し
た
。
し
か

し
、
三
月
三
〇
日
案
が
各
局
か
ら
の
批
判
に
充
分
に
応
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
ハ
ワ
ー
ド
は
、
ト
ン
プ
ソ
ン
の
提
案
に
基

づ
く
試
案
を
作
成
し
、
こ
れ
を
ダ
レ
ス
に
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
ダ
レ
ス
は
、
ま
ず
「
太
平
洋
版
N
A
T
O
」
構
想
に
対
し
て
は
「
重
大
な
疑
義
」
を
投
げ
か
け
た
。
も
と
も
と
ダ
レ
ス
は
国
連

憲
章
第
五
一
条
に
基
づ
く
「
集
団
防
衛
」
体
制
に
つ
い
て
、
国
際
連
合
の
柔
軟
性
を
示
す
も
の
と
評
価
す
る
一
方
で
、
「
米
国
が
世
界
地
図
の

上
に
画
然
た
る
～
線
を
引
き
」
「
そ
の
線
以
外
の
自
由
諸
国
民
に
対
し
て
は
、
米
国
が
彼
等
を
放
棄
し
、
政
府
と
し
て
関
心
を
持
た
な
い
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
印
象
を
与
え
て
失
望
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
の
懸
念
を
抱
い
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
ハ
ワ
ー
ド
ら
に
対
し
て
も
、
ア
ジ
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対目講和とアメリカのf太平洋協定」構想（浜井）

ア
地
域
に
お
い
て
米
国
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
「
集
団
防
衛
」
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
避
け
た
方
が
「
賢
明
」
で
あ
り
、
日
本
と
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
「
兄
弟
関
係
（
σ
N
O
什
び
Φ
「
げ
O
O
匹
）
」
を
持
つ
こ
と
に
関
し
て
も
議
会
は
気
乗
り
し
な
い
だ
ろ
う
と
の
立
場
を
と
っ
た
。

　
そ
の
一
方
で
ダ
レ
ス
は
、
ハ
ワ
ー
ド
が
提
出
し
た
「
日
本
を
め
ぐ
る
二
重
保
障
」
案
に
対
し
て
は
「
即
座
に
」
好
意
的
な
反
応
を
見
せ
て
、

国
務
省
の
方
針
が
「
正
し
い
軌
道
に
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
、
必
ず
し
も
ダ
レ
ス
が
「
日
本
を
め
ぐ
る
二
重
保

障
」
協
定
案
を
最
善
の
も
の
と
し
て
積
極
的
に
評
価
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
国
務
省
内
で
「
太
平
洋
版
N
A
T

O
」
構
想
が
具
体
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
対
す
る
反
発
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
ダ
レ
ス
が
限
定
的
な
「
二
重
保
障
」
案

に
賛
意
を
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
以
後
ハ
ワ
ー
ド
は
こ
の
線
に
沿
っ
て
具
体
的
な
協
定
案
を
作
成
し
、
そ
れ
が
四
月
～
九
日
案
と
し
て
結
実
す

る
。
同
案
は
、
構
成
国
を
極
東
委
員
会
諸
国
へ
と
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
、
「
日
本
を
め
ぐ
る
二
重
保
障
」
を
目
的
と
し
た
「
多
圏
間
」
協
定
と

い
う
性
格
を
よ
り
鮮
明
に
し
た
。
日
本
本
土
に
お
け
る
基
地
に
関
し
て
は
、
こ
の
時
期
、
日
本
の
世
論
が
基
地
存
続
に
反
発
し
て
い
る
と
の
報

告
が
相
次
い
で
国
務
省
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
反
映
し
て
、
米
軍
駐
留
が
米
国
の
軍
事
的
要
件
と
し
て
決
定
さ
れ
た
場
合
に
限
り
、
日
本
国
憲

法
第
九
条
と
の
関
係
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
構
成
国
（
主
に
米
国
）
が
日
本
の
「
施
設
」
利
用
の
た
め
の
取
極
め
を
別
途
に
締
結
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
可
能
と
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
日
本
へ
の
配
慮
を
示
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ハ
ワ
ー
ド
の
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
は
、
立
案
の
過
程
で
そ
の
性
格
が
変
質
し
、
「
日
本
を
め
ぐ
る
二
重
保
障
」
に
焦
点
を
絞

る
こ
と
で
、
対
日
講
和
を
急
ぐ
国
務
省
に
お
い
て
講
和
と
一
体
化
し
た
現
実
的
な
方
策
と
し
て
固
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
そ
の
際

に
中
心
的
課
題
と
さ
れ
た
の
が
、
講
和
後
に
お
け
る
米
軍
駐
留
の
国
際
的
正
当
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
軍
部
と
の
合
意
が
な
さ
れ

な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
政
治
的
配
慮
か
ら
常
に
「
日
本
本
土
に
基
地
を
確
保
し
な
い
場
合
」
に
つ
い
て
も
考
慮
さ
れ
た
。
し
か
し
次
章
で
見

る
よ
う
に
、
ダ
レ
ス
が
独
自
の
安
全
保
障
構
想
に
基
い
て
講
和
検
討
作
業
を
開
始
し
、
そ
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
「
軍
事
的
要
件
」
を
め
ぐ

る
問
題
を
解
決
す
る
提
案
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ハ
ワ
ー
ド
の
構
想
は
そ
の
意
義
を
失
い
、
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。
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①
対
日
講
和
及
び
B
米
安
保
条
約
の
成
立
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
で
本
稿
の
関
心
に

　
関
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す
る
も
の
と
し
て
、
ω
窪
。
口
げ
虫
σ
q
Φ
r
自
9
〈
費
鳥
じ
d
■
甲
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§
ミ
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コ
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ミ
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§
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§
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越
、
ミ
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§
§
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絵
N
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①
鵠
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O
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Q
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室

　
山
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正
『
日
米
安
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撫
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有
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閣
、
一
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九
二
年
）
、
五
十
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武
士

　
『
戦
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日
米
関
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の
形
成
　
　
講
和
・
安
保
と
冷
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後
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視
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醸
（
講
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五
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田
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ダ
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．
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憲
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ボ
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－
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⑦
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て
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中
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後
ア
ジ
ア
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障
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。

第
二
章
　
N
S
C
六
〇
／
一
の
論
理
と
ダ
レ
ス
の
「
太
平
洋
協
定
」
構
想

第
一
節
　
ダ
レ
ス
の
「
集
団
安
全
保
障
」
構
想
と
墓
地
闘
題

　
一
九
五
〇
年
五
月
一
八
日
、
ダ
レ
ス
が
対
日
講
和
担
当
の
任
に
就
い
た
こ
と
を
受
け
て
、
平
和
条
約
草
案
作
成
の
た
め
の
作
業
チ
ー
ム
が
再

　
　
　
③

編
さ
れ
た
。
ハ
ワ
ー
ド
は
引
き
続
き
安
全
保
障
問
題
を
担
当
し
た
が
、
以
後
、
条
約
案
起
草
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
ダ
レ
ス
の
補
佐
に
任
ぜ
ら

れ
た
ア
リ
ソ
ン
（
甘
ぎ
竃
．
≧
房
9
）
北
東
ア
ジ
ア
課
長
に
移
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
新
た
な
体
制
の
も
と
で
ダ
レ
ス
は
対
日
講
和
政
策
の
検
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②

討
に
着
手
し
、
「
六
月
六
日
付
文
書
」
が
ア
チ
ソ
ン
に
提
出
さ
れ
た
。

　
そ
れ
に
先
立
ち
ア
リ
ソ
ン
が
起
草
し
た
五
月
二
五
日
付
の
草
案
は
、
安
全
保
障
に
関
し
て
、
平
和
条
約
と
同
時
に
締
結
さ
れ
る
安
全
保
障
取

極
め
と
し
て
「
日
本
を
め
ぐ
る
二
重
保
障
」
協
定
を
想
定
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
立
案
当
初
に
お
い
て
は
、
ハ
ワ
ー
ド
の
研
究
に
基
づ
い
て
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

討
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
し
か
し
ダ
レ
ス
は
、
安
全
保
障
方
式
に
関
す
る
考
え
を
記
し
た
六
月
一
日
付
の
覚
書
を
自
ら
作
成
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
日
本
が
国
連
憲
章

第
二
条
に
規
定
さ
れ
た
國
際
平
和
に
関
す
る
義
務
を
引
き
受
け
、
平
和
条
約
の
参
加
国
が
そ
れ
に
見
合
う
恩
恵
を
日
本
に
与
え
る
と
い
う
も
の

　
　
　
④

で
あ
っ
た
。
日
本
の
安
全
を
国
連
本
来
の
機
能
で
あ
る
「
集
団
安
全
保
障
」
体
制
の
枠
組
み
で
保
障
す
る
と
い
う
論
理
は
、
「
シ
ス
テ
ム
的
安

全
保
障
」
を
重
視
す
る
ダ
レ
ス
特
有
の
発
想
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
ダ
レ
ス
の
登
場
は
、
国
務
省
の
対
日
安
全
保
障
構
想
に
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
も
た
ら
す
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
後
の
修
正
案
（
六
月
五
日
付
）
で
は
、
こ
の
ダ
レ
ス
の
覚
書
が
「
日
本
を
め
ぐ
る
二
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

保
障
」
協
定
に
関
す
る
規
定
に
取
っ
て
代
わ
る
か
た
ち
で
組
み
込
ま
れ
、
「
六
月
六
日
付
文
書
」
に
継
承
さ
れ
た
。

　
米
国
の
軍
事
的
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て
考
案
さ
れ
た
ハ
ワ
ー
ド
の
協
定
案
が
撤
回
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
基
地
問
題
は

流
動
的
と
な
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
ダ
レ
ス
は
、
四
月
七
日
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
席
で
「
専
門
的
で
軍
事
的
な
問
題
」
で
あ
る
と
述
べ
て

言
質
を
与
え
な
か
っ
た
が
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
基
地
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
の
重
要
性
に
理
解
を
示
す
と
と
も
に
、
英
国
の
例
を
挙
げ
て
「
日

本
か
ら
米
国
に
対
し
て
基
地
を
設
置
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
「
六
月
六
日
付
文
書
」
で
は
、
軍

部
に
よ
る
更
な
る
検
討
を
要
す
る
と
し
て
基
地
問
題
を
棚
上
げ
に
し
て
お
り
、
あ
く
ま
で
占
領
の
終
結
と
占
領
軍
の
撤
退
に
重
点
を
お
い
て
い

た
。
ア
リ
ソ
ン
は
こ
の
文
書
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
送
付
す
る
際
に
、
条
約
の
批
准
か
ら
三
年
以
内
に
占
領
軍
を
撤
退
さ
せ
、
そ
れ
以
後
は
日
本

に
基
地
を
獲
得
し
な
い
こ
と
に
関
し
て
ア
チ
ソ
ン
の
同
意
を
得
て
い
る
と
説
明
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
戦
時
の
際
に
は
必
要
な
軍
隊
駐
留

と
基
地
を
確
保
す
る
と
い
う
「
有
事
駐
留
」
構
想
を
打
ち
出
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
日
本
人
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と

　
　
　
⑦

し
て
い
た
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
朝
鮮
戦
争
以
前
に
ダ
レ
ス
と
軍
部
が
、
講
和
と
安
置
保
障
問
題
に
関
し
て
意
見
調
整
の
場
を
も
っ
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。

講
和
方
針
に
な
お
隔
た
り
を
持
っ
た
ま
ま
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
を
抱
き
つ
つ
、
六
月
中
旬
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
会
談
す
る
た
め
に
日
本

に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
提
案
と
N
S
C
六
〇
／
一
の
成
立

対日講和とアメリカの「太平洋協定」構想（浜井）

　
国
務
省
と
国
防
省
の
対
立
に
よ
り
講
和
が
遅
延
し
て
い
る
状
況
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
ダ
レ
ス
と
軍
部
首
脳
の
訪
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

合
わ
せ
て
、
両
者
の
合
意
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
二
つ
の
覚
書
（
六
月
｝
四
田
付
と
同
二
一
二
日
付
）
を
作
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
覚
書
は
、
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
に
明
記
さ
れ
た
脅
威
の
主
体
、
す
な
わ
ち
「
無
責
任
な
軍
国
主
義
」
を
再
解
釈
す
る
こ
と
で
講
和
後
に
お
け
る
米
軍
駐
留
を
正
当

化
し
、
ま
た
日
本
全
土
を
潜
在
的
基
地
と
み
な
す
と
し
た
点
で
、
軍
部
が
求
め
る
軍
事
的
要
件
を
満
た
す
枠
組
み
を
構
築
す
る
役
割
を
果
た
し

た
。
そ
し
て
こ
れ
を
可
能
に
す
る
方
式
と
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
平
和
条
約
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
基
づ
く
安
全
保
障
上
の
留
保
を
設
け
る
こ

と
を
提
案
し
た
。

　
軍
部
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
覚
書
に
好
意
的
な
反
応
を
示
し
、
ま
た
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
ソ
連
を
除
外
し
た
講
和
の
実
現
に
前
向
き
な
姿

勢
に
転
じ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
ダ
レ
ス
は
新
た
な
安
全
保
障
条
項
案
の
作
成
に
着
手
し
た
。
こ
の
作
業
に
よ
り
「
国
際
平
和
と
安
全

保
障
」
と
題
さ
れ
た
草
案
が
完
成
し
、
八
月
一
日
に
国
防
省
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
「
六
月
六
日
付
文
書
」
よ
っ
て
示
さ
れ
た
国
連

の
「
集
団
安
全
保
障
」
の
論
理
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
示
し
た
新
た
な
方
式
に
立
脚
し
、
「
条
約
締
約
国
を
代
表
し
て
米
国
は
軍
隊
を
提
供
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

日
本
政
府
は
施
設
や
援
助
を
提
供
す
る
こ
と
を
、
B
本
が
要
請
し
、
米
国
が
同
意
す
る
」
と
い
う
規
定
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
し
か
し
、
平
和
条
約
内
に
駐
軍
規
定
を
含
む
こ
と
に
関
し
て
は
、
ハ
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
条
約
内
の
駐
箪
規
定
が

日
本
に
対
す
る
強
調
措
置
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
た
ハ
ワ
ー
ド
は
、
あ
く
ま
で
平
和
条
約
と
は
別
途
の
協
定
に
依
る
べ
き
で
あ
る
と
主

張
し
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
も
、
条
約
が
国
会
に
よ
る
批
准
の
み
な
ら
ず
「
日
本
国
民
の
国
民
投
票
に
よ
っ
て
承
諾
さ
れ
ね
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ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
日
本
人
感
情
へ
の
配
慮
を
強
調
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
配
慮
を
含
ま
な
い
ダ
レ
ス
の
草
案
に
は
「
早
撃
な
政

治
的
欠
陥
」
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
ダ
レ
ス
は
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
を
受
け
て
、
よ
り
「
敏
速
に
」
講
和
を
進
め
る
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
。
ダ
レ
ス
は
、
共

産
主
義
陣
営
の
戦
争
目
的
の
一
つ
に
「
講
和
条
約
の
計
画
の
粉
砕
」
が
あ
る
と
み
な
し
、
戦
争
の
衝
撃
は
日
本
人
に
米
国
の
防
衛
力
の
受
け
入

れ
を
容
易
に
さ
せ
6
状
況
を
生
み
出
す
と
考
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
講
和
促
進
を
渋
る
軍
部
の
説
得
が
以
前
に
増
し
て
重
要
で
あ
り
、
ダ

レ
ス
は
「
国
防
省
と
い
う
障
害
を
乗
り
越
え
る
ま
で
は
そ
う
し
た
考
慮
は
先
送
り
に
す
る
」
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
ハ
ワ
ー
ド
の
主
張
を
退
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

軍
部
と
の
合
意
形
成
を
優
先
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ダ
レ
ス
の
提
案
を
受
け
て
軍
部
は
、
八
月
下
旬
、
「
朝
鮮
戦
争
の
有
利
な
解
決
ま
で
条
約
は
発
効
し
な
い
」
こ
と
を
条
件
に
、
米
国
の
軍
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

的
要
件
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
講
和
の
促
進
に
同
意
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
務
省
は
、
軍
部
の
回
答
文
書
に
基
づ
き
、
国
務
省
の
解
釈
を
加
え

た
国
務
・
国
防
両
省
合
意
文
書
を
作
成
し
た
。
そ
の
結
果
、
九
月
八
日
に
ト
ル
ー
マ
ン
に
承
認
さ
れ
た
の
が
、
講
和
予
備
交
渉
の
促
進
を
勧
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

す
る
と
と
も
に
、
米
国
の
軍
事
的
要
件
の
指
針
と
な
っ
た
文
書
N
S
C
六
〇
／
一
で
あ
る
。

　
K
S
C
六
〇
／
～
は
、
平
和
条
約
に
よ
っ
て
米
軍
の
駐
留
を
規
定
し
、
日
米
二
国
間
の
補
足
協
定
に
よ
っ
て
駐
軍
に
関
す
る
細
目
規
定
を
取

極
め
る
と
い
う
安
全
保
障
枠
組
み
を
正
式
に
採
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
米
国
が
必
要
と
す
る
規
模
の
軍
隊
を
、
ど
こ
に
で
も
必
要
な
期
間
保

持
す
る
」
と
い
う
軍
部
の
要
請
と
、
そ
れ
を
多
国
間
枠
組
み
に
よ
っ
て
国
際
的
に
正
当
化
す
る
と
い
う
国
務
省
の
政
治
的
要
請
を
、
「
平
和
条

約
…
日
米
二
国
間
補
足
協
定
」
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
満
た
す
こ
と
で
米
国
政
府
内
の
合
意
を
形
成
し
、
講
和
へ
の
道
を
拓
い
た
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
講
和
後
の
日
本
に
駐
留
す
る
軍
隊
の
性
格
を
、
「
米
国
の
軍
事
指
揮
下
に
お
か
れ
、
米
国
が
認
め
る
兵
力
」
と
し
た
こ
と
は
、
他
の
連

合
国
の
軍
隊
に
よ
る
駐
留
の
可
能
性
を
残
し
つ
つ
も
、
実
質
的
に
は
米
軍
主
導
の
軍
指
揮
系
統
の
存
続
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
以
降
、
N
S
C
六
〇
／
一
が
示
し
た
「
平
和
条
約
－
日
米
二
国
間
補
足
協
定
」
の
枠
組
み
に
従
っ
て
、
具
体
的
な
立
案
作
業
が
開
始
さ

れ
た
。
平
和
条
約
の
安
全
保
障
条
項
に
関
し
て
は
国
務
省
が
草
案
作
成
の
責
任
を
負
う
こ
と
と
さ
れ
、
「
国
際
平
和
と
安
全
保
障
」
が
以
後
の

18　（18）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

条
約
草
案
の
叩
き
台
と
な
っ
た
。
　
方
、
日
米
二
国
間
補
足
協
定
は
、
マ
グ
ル
ー
ダ
ー
（
○
鋤
箒
「
ゆ
．
竃
鋤
σ
q
H
a
2
）
陸
軍
省
占
領
地
域
損
当
特
別

補
佐
官
を
申
心
と
す
る
陸
軍
省
の
作
業
グ
ル
ー
プ
が
、
国
務
省
や
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
批
判
を
受
け
入
れ
つ
つ
草
案
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
に
な

⑮る
。

第
三
節
　
講
和
予
備
交
渉
の
開
始
と
「
太
平
洋
宣
言
」
構
想

対臼講和とアメリカの「太平洋協定」構想（浜井）

　
N
S
C
六
〇
／
一
の
成
立
に
よ
り
、
五
〇
年
九
月
中
旬
の
講
和
予
備
交
渉
の
開
始
か
ら
翌
年
一
月
の
ダ
レ
ス
訪
日
に
至
る
ま
で
、
米
国
の
軍

事
的
要
件
を
満
た
す
「
装
置
」
と
し
て
は
、
ハ
ワ
ー
ド
式
の
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
は
そ
の
意
義
を
失
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
状
況
の

下
で
ラ
ス
ク
は
、
九
月
皿
五
日
、
極
東
局
地
域
企
画
官
の
エ
マ
ー
ソ
ン
（
告
ぎ
界
団
団
ヨ
Φ
H
。
・
8
）
に
「
太
平
洋
協
定
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

研
究
す
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
の
指
示
は
、
予
備
交
渉
の
開
始
を
受
け
て
、
日
本
に
軍
事
的
制
限
を
課
さ
な
い
米
国
の
方
針
に
難
色
を
示
す
諸
国

に
対
し
て
、
「
寛
大
な
講
和
」
の
「
代
償
」
と
し
て
の
「
太
平
洋
協
定
」
を
具
体
的
に
考
慮
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
予

備
交
渉
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ス
ペ
ン
ダ
ー
（
℃
2
2
0
．
ω
需
琶
Φ
H
）
外
相
が
、
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
の
ダ
レ
ス

や
国
務
省
当
局
者
と
の
会
談
で
「
日
本
軍
国
主
義
の
復
活
」
の
脅
威
を
強
調
し
、
日
本
の
侵
略
に
備
え
る
保
障
措
置
と
し
て
の
「
太
平
洋
協

定
」
に
米
国
が
コ
ミ
ッ
ト
す
る
よ
う
迫
っ
た
。

　
ス
ペ
ン
ダ
ー
が
求
め
る
よ
う
な
公
式
の
「
太
平
洋
協
定
」
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
点
で
国
務
省
の
見
解
は
一
致
し

て
い
た
。
協
定
か
ら
除
外
さ
れ
る
地
域
へ
の
心
理
的
悪
影
響
と
、
J
C
S
が
「
日
本
一
沖
縄
ー
ブ
イ
リ
ピ
ン
」
の
防
衛
線
を
越
え
た
コ
ミ
ッ
ト

に
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
国
務
省
と
し
て
は
、
日
本
本
土
及
び
沖
縄
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
駐
留
す
る
米
軍
の
存
在
が
日

本
の
脅
威
に
対
す
る
抑
止
の
役
割
を
果
た
す
と
考
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
、
同
じ
く
日
本
の
脅
威
を
強
調
す
る
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ブ
イ
リ
ピ
ン
を
「
寛
大
な
講
和
」
に
取
り
込
む
た
め
に
、
「
太
平
洋
協
定
」
に
代
わ
る
何
ら
か
の
方
式
に
よ
っ
て
彼
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

要
求
を
満
た
す
必
要
が
生
じ
、
国
務
省
は
「
大
統
領
宣
言
」
方
式
で
こ
れ
を
解
決
す
る
方
針
に
傾
き
つ
つ
あ
っ
た
。
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ダ
レ
ス
も
ま
た
、
「
宣
言
」
方
式
で
問
題
を
処
理
し
う
る
と
考
え
て
お
り
、
エ
マ
ー
ソ
ン
は
、
こ
の
方
針
に
従
っ
て
具
体
的
な
「
太
平
洋
宣

言
」
案
の
作
成
に
取
り
か
か
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
米
国
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
中
心
と
し
た
参
加
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

が
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
安
全
の
確
立
及
び
維
持
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
謳
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

20 （20）

第
四
節
　
日
本
防
衛
闘
題
と
ダ
レ
ス
の
「
太
平
洋
協
定
」
構
想

　
五
〇
年
＝
月
下
旬
、
中
国
軍
の
大
規
模
な
攻
勢
に
よ
り
戦
況
が
悪
化
し
た
こ
と
を
受
け
て
国
務
省
は
、
日
本
を
自
由
陣
営
に
と
ど
め
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

く
た
め
に
朝
鮮
情
勢
の
有
利
な
解
決
を
待
つ
こ
と
な
く
講
和
を
進
め
る
こ
と
に
同
意
を
求
め
る
文
書
（
＝
一
月
；
百
付
）
を
軍
部
に
提
出
し
た
。

そ
の
う
え
で
こ
の
文
書
は
、
日
本
を
含
む
島
撰
連
鎖
帯
の
防
衛
に
相
当
規
模
の
米
軍
を
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
新
た
に
「
太
平
洋
協

定
」
の
可
能
性
を
追
求
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
軍
部
の
同
意
を
促
し
て
い
た
。

　
ソ
連
に
よ
る
対
日
攻
撃
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
一
二
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
、
日
本
防
衛
を
最
優
先
課
題
に
据
え

⑳た
。
こ
の
時
期
の
日
本
は
軍
事
的
真
空
状
態
に
あ
っ
た
。
日
本
に
駐
留
し
て
い
た
米
極
東
軍
の
四
個
師
団
は
す
べ
て
朝
鮮
半
島
に
出
払
っ
て
お

り
、
創
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
七
万
五
千
名
の
警
察
予
備
隊
で
は
ソ
連
の
攻
撃
に
対
し
て
極
め
て
脆
弱
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た

状
況
の
下
で
、
自
由
世
界
の
強
化
と
い
う
観
点
か
ら
人
的
資
源
を
含
む
日
本
の
国
力
を
活
用
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
ダ
レ
ス
は
、
日
本
再
軍
備
を

現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
講
和
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
る
た
め
に
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
方
式
と
し
て
新
た
な
「
太
平
洋
協
定
」
を
考
案
し

た
の
で
あ
る
。

　
日
本
再
軍
備
に
関
し
て
米
国
政
府
は
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
直
後
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
た
が
、
N
S
C
六
〇
／
一
に
至
る
軍
部
と
の
折
衝
の
過

程
で
国
務
省
は
、
日
本
が
自
国
防
衛
の
責
任
を
負
う
必
要
性
を
認
め
つ
つ
も
、
政
治
的
見
地
か
ら
平
和
条
約
に
再
軍
備
条
項
を
明
記
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
望
ま
し
く
な
い
と
の
立
場
を
確
認
し
て
い
た
。
し
か
し
＝
～
月
＝
二
日
付
文
書
は
、
「
個
別
的
及
び
集
団
的
自
衛
権
」
を
平
和
条
約
（
あ
る

い
は
別
途
の
協
定
）
で
考
慮
す
る
旨
を
、
薪
た
に
講
和
七
原
則
に
盛
り
込
む
方
針
に
転
じ
た
。



対日講和とアメリカの「太平洋協定」構想（浜井）

　
再
軍
備
を
実
現
さ
せ
る
方
策
に
つ
い
て
ダ
レ
ス
か
ら
検
討
を
命
じ
ら
れ
た
ア
リ
ソ
ン
は
、
ご
　
月
二
日
付
の
報
告
書
で
、
深
刻
な
極
東
情
勢

に
対
応
す
る
に
は
「
劇
的
な
措
置
」
が
必
要
で
あ
り
、
も
は
や
日
本
の
非
軍
事
化
を
規
定
し
た
極
東
委
員
会
の
決
定
に
拘
束
さ
れ
る
必
要
は
な

　
　
　
　
　
　
⑫

い
と
結
論
づ
け
た
。
そ
の
う
え
で
、
再
軍
備
を
可
能
と
す
る
た
め
の
取
極
め
は
「
で
き
る
だ
け
国
連
憲
章
の
条
項
を
使
っ
て
表
現
さ
れ
る
べ

き
」
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
締
結
す
る
可
能
性
の
あ
る
相
互
防
衛
協
定
に
日
本
を
参
加
さ
せ
る

べ
き
と
ダ
レ
ス
に
進
言
し
た
。
日
本
再
軍
備
が
現
実
味
を
帯
び
た
こ
と
は
、
一
方
で
、
日
本
の
脅
威
を
強
調
す
る
諸
国
に
対
し
て
そ
の
不
安
を

解
消
す
る
た
め
に
一
層
の
保
障
措
置
を
講
じ
る
必
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
も
は
や
「
太
平
洋
宣
言
」
方
式

で
は
そ
れ
ら
の
諸
国
を
満
足
さ
せ
ら
れ
な
い
と
し
て
、
国
務
省
内
で
は
「
太
平
洋
島
纏
協
定
（
評
。
厳
・
回
し
・
石
弓
評
巳
に
対
す
る
支
持
が
今
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
な
り
増
え
て
き
て
い
る
」
状
況
に
あ
っ
た
。

　
ア
リ
ソ
ン
の
進
言
を
受
け
て
ダ
レ
ス
は
、
一
二
月
八
日
、
日
本
を
一
員
と
す
る
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
を
ア
チ
ソ
ン
に
提
案
し
、
そ
れ
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

三
日
、
国
務
省
の
方
針
と
し
て
国
防
省
に
送
付
さ
れ
た
。
こ
の
構
想
は
、
日
本
、
米
国
の
ほ
か
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
そ
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
構
成
国
に
見
込
み
、
協
定
の
役
割
と
し
て
、
一
方
で
「
構
成
国
の
外
部
か
ら
の
侵
略
に
対
す
る
保

障
」
を
、
他
方
で
「
構
成
国
の
申
の
一
国
、
例
え
ば
日
本
の
侵
略
に
対
す
る
保
障
」
を
掲
げ
た
。
こ
れ
は
、
ダ
レ
ス
の
考
え
る
「
太
平
洋
協

定
」
構
想
が
、
「
日
本
を
め
ぐ
る
二
重
保
障
」
と
い
う
性
格
を
残
し
つ
つ
、
域
内
の
相
互
安
全
保
障
に
比
重
を
置
く
も
の
と
し
て
考
慮
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
ダ
レ
ス
は
、
「
寛
大
な
講
和
」
に
抵
抗
す
る
諸
国
に
対
し
て
「
二
言
」
方
式
以
上
の
米
国
の
コ
ミ

ッ
ト
を
与
え
「
講
和
の
代
償
」
と
す
る
と
同
時
に
、
日
本
再
軍
備
を
可
能
と
す
る
国
際
的
枠
組
み
を
構
築
す
る
と
い
う
「
二
重
の
目
的
」
を
一

挙
に
達
成
す
る
こ
と
を
狐
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ダ
レ
ス
の
構
想
は
五
～
年
一
月
三
日
付
の
協
定
案
で
具
体
化
さ
れ
た
。
こ
の
草
案
は
、
ハ
ワ
ー
ド
構
想
の
際
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
批
判
を
避

け
る
た
め
、
モ
ン
ロ
ー
宣
言
の
文
言
を
援
用
し
て
相
互
防
衛
義
務
を
緩
や
か
な
も
の
と
し
、
北
大
西
洋
条
約
と
の
性
格
の
違
い
を
明
確
に
し
て

い
た
。
そ
し
て
第
三
条
で
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
勧
告
す
る
権
限
を
有
し
た
「
太
平
洋
理
事
会
」
の
設
立
を
規
定
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し
、
日
本
を
こ
れ
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
本
軍
が
コ
国
家
の
軍
隊
」
と
し
て
よ
り
も
「
国
際
的
な
安
全
保
障
組
織
の
一
部
」
と
し
て
機

能
す
る
た
め
の
枠
維
み
が
形
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　
「
太
平
洋
協
定
」
と
い
う
枠
組
み
で
日
本
の
軍
事
力
を
国
際
化
す
る
こ
と
に
は
、
二
つ
の
側
面
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
日
本
軍

に
国
際
的
な
地
位
を
与
え
る
こ
と
で
日
本
の
憲
法
問
題
を
回
避
し
て
そ
の
設
立
を
可
能
と
す
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
こ
れ
は
口
本
人
の
希
望
に

沿
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
他
方
で
、
軍
国
日
本
の
復
活
を
恐
れ
る
他
の
構
成
圏
が
日
本
再
軍
備
の
進
展
状
況
を
監
視
で
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
の
不
安
を
軽
減
し
う
る
と
い
う
、
再
軍
備
に
対
す
る
制
約
的
な
側
面
を
持
っ
て
い
た
。

　
J
C
S
は
、
構
成
国
を
太
平
洋
島
瞑
国
家
群
に
限
定
す
る
と
い
う
条
件
で
、
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
を
関
係
国
に
打
診
す
る
こ
と
に
同
意
し

⑳た
。
そ
し
て
五
一
年
一
月
一
〇
日
付
の
大
統
領
書
簡
に
よ
っ
て
、
ダ
レ
ス
は
正
式
に
「
太
平
洋
諸
国
に
よ
る
相
互
援
助
取
極
め
」
つ
い
て
交
渉

す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
。
と
は
い
え
、
日
本
再
軍
備
に
関
し
て
米
国
政
府
内
の
兇
解
は
必
ず
し
も
固
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む

し
ろ
朝
鮮
情
勢
の
進
展
と
と
も
に
日
本
防
衛
手
段
が
具
体
化
す
る
に
つ
れ
、
性
急
に
再
軍
備
を
求
め
る
必
要
性
は
薄
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
日
本
防
衛
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
二
月
中
旬
以
降
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
要
請
し
た
州
兵
四
個
師
団
の
派
遣
と
警
察
予
備
隊
の
重
武
装
化
を
中
心

に
検
討
さ
れ
た
。
本
土
か
ら
の
増
派
に
つ
い
て
J
C
S
は
当
初
、
州
兵
師
団
は
訓
練
中
で
あ
り
、
ま
た
朝
鮮
半
島
か
ら
の
米
軍
撤
退
を
考
慮
し

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
消
極
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
戦
況
に
好
転
の
兆
し
が
見
ら
れ
た
一
月
下
旬
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
改
め
て
要
請
し
た
二
個

州
兵
師
団
の
増
援
に
関
し
て
は
、
J
C
S
が
算
定
し
て
い
た
戦
況
が
落
ち
着
い
た
際
の
日
本
防
衛
構
想
に
合
致
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
、
軍
部
の
正
式
な
要
請
を
受
け
た
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
二
月
六
日
、
二
個
師
団
を
日
本
に
派
遣
し
て
日
本
防
衛
に
充
た
ら
せ
る
決
定
を
下

す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
新
た
な
米
軍
投
入
の
決
定
が
な
さ
れ
る
一
方
で
、
日
本
再
軍
備
に
関
す
る
米
国
政
府
内
の
見
解
は
揺
れ
て
い
た
。
一
一
一
月
末
に
作
成
さ
れ
た

J
C
S
内
の
研
究
は
、
日
本
の
防
衛
能
力
強
化
は
米
国
の
軍
事
的
利
益
で
あ
り
、
そ
の
効
果
的
実
現
の
た
め
に
憲
法
改
正
が
な
さ
れ
る
ま
で
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

和
交
渉
を
開
始
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
一
方
、
国
務
省
を
は
じ
め
と
し
て
国
防
省
を
含
む
そ
の
他
の
当
局
者
は
、
講
和
が
実
現
す
る

22　（22）



対B講和とアメリカの「太平洋協定」構想（浜井）

ま
で
の
間
は
、
あ
く
ま
で
軍
内
治
安
を
目
的
と
し
た
警
察
力
の
強
化
に
重
点
を
置
く
べ
き
と
し
て
い
た
。
中
国
軍
の
攻
勢
に
対
処
す
る
方
針
を

検
討
す
る
た
め
に
～
月
中
旬
に
準
備
さ
れ
た
N
S
C
文
書
は
こ
れ
ら
両
論
を
併
記
し
て
お
り
、
再
軍
備
問
題
に
つ
い
て
政
府
内
の
見
解
が
分
裂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
結
局
、
ダ
レ
ス
が
訪
日
す
る
段
階
で
政
府
内
の
議
論
は
警
察
予
備
隊
の
重
武
角
化
め
ぐ
る
調
整
段
階
に
あ
り
、

再
軍
備
の
促
進
に
つ
い
て
そ
れ
以
上
の
議
論
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
再
軍
備
に
関
し
て
一
定
の
方
向
性
を
与
え
る
こ
と
は
、
講
和
を
進
め
る
う
え
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

再
び
講
和
促
進
に
反
対
す
る
姿
勢
に
転
じ
か
ね
な
い
J
C
S
に
対
し
て
「
憲
法
問
題
」
を
ク
リ
ア
し
て
再
軍
備
を
可
能
と
す
る
「
太
平
洋
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

定
」
構
想
は
、
軍
部
を
説
得
す
る
材
料
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
米
国
は
、
米
軍
の
欧
州
派
遣
と
引
き
換
え
に
欧
州
諸
国
の
軍
備
強
化
を

強
く
要
求
し
て
お
り
、
欧
州
と
同
様
、
日
本
に
相
当
規
模
の
兵
力
を
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ
る
な
ら
ば
、
日
本
に
対
し
て
も
防
衛
負
担
を
要
求
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
は
議
会
対
策
の
見
地
か
ら
も
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
ダ
レ
ス
の
構
想
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
「
日
本
再
軍
備
」
と
は
、
戦
術

的
な
必
要
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
再
軍
備
に
関
す
る
原
則
的
な
合
意
を
日
本
に
求
め
る
性
格
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ダ
レ
ス
の
太
平
洋
協
定
構
想
は
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
が
絡
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
講
和
の
代
償
」
と
「
日
本
の
軍
事
力
の
国
際

化
」
と
い
う
「
二
重
の
目
的
」
を
持
つ
「
太
平
洋
協
定
」
の
実
現
に
は
、
当
初
か
ら
困
難
が
予
想
さ
れ
た
。
エ
マ
ー
ソ
ン
は
、
「
日
本
を
そ
の

一
員
と
す
る
太
平
洋
協
定
に
つ
い
て
〔
構
成
国
の
〕
同
意
を
得
る
に
は
、
講
和
に
先
立
つ
『
太
平
洋
宣
雷
』
よ
り
も
、
よ
り
長
い
時
間
を
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
す
る
」
と
批
判
し
た
。
実
際
、
事
前
に
こ
の
構
想
を
伝
え
ら
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
「
太
平
洋
協
定
」
に
日
本
を
含
む
こ
と
で
予
想
さ

れ
る
世
論
の
反
発
と
、
戦
略
的
に
自
ら
の
構
想
と
齪
酷
を
き
た
す
こ
と
に
懸
念
を
抱
き
、
そ
の
点
を
ダ
レ
ス
に
質
す
と
い
う
交
渉
方
針
を
固
め

　
　
　
　
　
⑳

る
こ
と
と
な
る
。

　
ダ
レ
ス
の
訪
日
を
控
え
た
日
本
も
ま
た
、
報
道
に
よ
り
伝
え
ら
れ
た
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
。
外
務
省
は
、
「
民

主
陣
営
の
共
産
陣
営
に
対
抗
す
る
た
め
の
安
全
保
障
取
極
（
具
体
的
に
い
え
ば
米
国
の
ソ
連
に
対
抗
す
る
た
め
の
安
全
保
障
取
極
で
あ
る
。
）
の
う
ち
に
、

盟
邦
の
盟
邦
に
対
す
る
侵
略
の
可
能
性
を
予
見
し
、
こ
れ
に
対
し
実
力
行
使
の
義
務
を
定
め
る
よ
う
な
方
式
」
は
、
「
日
本
の
安
全
保
障
の
た
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め
の
駐
屯
軍
が
日
本
の
侵
略
に
対
す
る
監
視
軍
に
性
質
を
一
変
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
と
し
て
は
承
服
し
か
ね
る
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ろ
で
あ
る
」
と
分
析
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
再
軍
備
問
題
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
が
「
太
平
洋
同
盟
の
よ
う
な
集
団
保
障
方
式
」
に
加
わ

る
こ
と
に
対
し
て
は
当
初
か
ら
批
判
的
な
姿
勢
で
会
談
に
臨
む
意
思
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
「
太
平
洋
協
定
」
の
実
現
に
向
け
て
予
想
さ
れ
る
障
害
に
対
し
て
ダ
レ
ス
は
、
講
和
実
現
に
踏
み
出
す
た
め
に
は
一
刻
も
早
く
訪
日

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
米
国
政
府
内
で
「
最
良
の
取
極
め
」
に
つ
い
て
議
論
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
ダ
レ
ス
に

と
っ
て
「
太
平
洋
協
定
」
は
、
あ
く
ま
で
「
寛
大
な
講
和
」
を
確
実
な
も
の
に
し
、
且
つ
日
本
再
軍
備
を
促
進
す
る
た
め
の
「
装
置
」
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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①
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グ
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①
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〇
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講
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。

②
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鳩
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⑩
国
。
壽
廷
8
寄
G
・
搾
冒
ぞ
ト
、
ρ
一
8
ρ
§
罫
唱
■
お
白
山
卜
。
＄

⑪
§
さ
一
九
五
〇
年
七
月
六
日
付
ダ
レ
ス
覚
書
（
細
谷
、
前
掲
書
、
一
一
二

　
頁
）
。
尚
、
ハ
ワ
ー
ド
は
同
年
八
月
に
中
東
・
南
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
関
係
の
地

　
域
企
画
官
に
異
動
し
た
。

⑫
》
。
訂
ω
。
三
。
｝
Φ
ω
ω
惹
－
ぎ
α
q
鱒
卜
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葛
窃
ρ
夷
暴
お
㎝
ρ
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も
娼
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山
卜
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笛
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．
冨
窪
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冨
軍
①
ω
罷
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昇
．
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ω
巷
メ
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α
9
導
§
署
冨
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ω
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冨
り
O

⑭
．
．
曾
聾
㌦
．
G
。
碧
芦
這
α
ρ
§
罫
署
■
震
り
刈
山
も
。
8

⑮
マ
グ
ル
ー
ダ
ー
案
の
起
草
に
関
し
て
は
、
明
田
川
融
㎎
日
米
行
政
協
定
の
政
治

　
史
－
日
米
地
位
協
定
研
究
序
説
騙
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
九
年
）
六
九

　
…
～
ニ
ニ
頁

⑯
菊
蕊
犀
δ
国
彰
羅
窃
。
戸
ω
碧
8
甲
お
α
ρ
0
8
詮
①
導
芭
d
．
ω
．
し
。
翼
Φ
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Φ
・

　
O
讐
ヨ
Φ
纂
8
づ
窪
臥
窪
㊦
ω
噂
虜
冨
閃
碧
円
霧
r
一
り
ゆ
O
山
Φ
綬
（
以
下
、
邑
Ψ

　
お
O
．
伊
＼
O
∴
ま
ρ
菊
Φ
Φ
一
「
Q
。
甲
0
8
駆
q

⑰
国
降
8
窯
鋒
冨
壽
”
O
g
P
籠
り
㎝
ρ
鳶
暴
お
㎝
ρ
≦
甲
隠
高
ミ
∴
膳
。
。
一

　
き
。
・
欝
蕾
口
言
。
。
ω
δ
ロ
（
d
甥
）
8
U
㊥
窟
「
欝
①
暮
○
剛
穿
門
㊦
ヨ
帥
一
〉
｛
｛
巴
「
ω
b
Φ
唱



対日講和とアメリカの「太平洋協定」構想（浜井）

　
悼
N
一
⑩
㎝
O
ヨ
b
o
ミ
ミ
§
騎
。
、
ド
民
田
貯
、
ミ
蝕
、
N
き
単
磁
轟
ざ
勘
§
§
嚇
郎
護
霧
孚
ミ
ー

　
竜
一
〇
㎝
H
（
以
下
、
b
叫
賠
（
》
瓢
N
q
ω
）
Y
篇
。
．
一
9
同
。
鵠
α
q
①
δ
毛
象
F
O
o
二
P

　
一
〇
〇
ρ
導
ミ
”
累
。
．
障
一
大
統
領
宣
言
方
式
は
、
～
○
月
一
五
日
の
ウ
ェ
ー
ク
島
に

　
お
け
る
ト
ル
ー
マ
ン
と
の
会
談
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
提
案
し
た
（
ω
儲
げ
鴇
墜
。
Φ
o
｛

　
O
o
璽
P
O
o
二
〇
仏
り
㎝
ρ
鵠
鍔
一
〇
α
ρ
＜
H
H
も
や
霧
①
め
雪
）
。

⑱
U
島
Φ
ω
3
省
筆
〉
爵
g
客
。
＜
昼
お
O
P
豊
里
お
㎝
ρ
＜
押
薯
■

　
一
ω
駆
り
山
ω
0
卜
。
一
層
マ
ー
ソ
ン
の
「
太
平
洋
宣
言
」
案
は
、
§
ト
薯
．
一
ω
①
O
山
ω
①
ω

　
（
一
二
月
一
二
口
付
）
。
修
正
案
は
、
刷
り
刈
O
ρ
㎝
≧
ム
㎝
ど
カ
Φ
Φ
ピ
O
o
甲

　
O
O
①
一
9
0
0
①
瓢
（
一
九
五
一
年
一
月
四
日
付
）
。

⑲
＞
9
Φ
8
ヨ
。
罵
重
訂
戸
U
①
。
声
望
窃
ρ
夷
舞
6
㎝
ρ
≦
も
㍊
ω
①
刈

⑳
中
国
介
入
の
衝
撃
と
日
本
防
衛
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
つ
い
て
は
、
五
十
嵐
、

　
前
掲
轡
、
二
六
五
一
二
七
三
頁
、
柴
出
太
「
朝
鮮
戦
争
の
文
脈
に
お
け
る
米
英
に

　
と
っ
て
の
田
本
再
軍
備
の
意
味
変
化
…
一
九
五
〇
年
六
月
～
一
九
五
二
年
八
月

　
一
」
（
『
同
志
社
ア
メ
リ
カ
研
究
瞼
第
三
七
号
、
二
〇
〇
一
年
）

⑳
≧
房
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＞
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窯
の
O
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同
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甲
智
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一
9
一
Φ
㎝
一
”
三
舞
一
り
0
ド
＜
目
（
一
）
も
唱
■
刈
O
－
○
。
一

⑳
　
実
際
、
五
一
年
一
月
三
日
置
ダ
レ
ス
ら
国
務
省
首
脳
と
の
会
議
で
J
C
S
は
、

　
国
務
省
が
J
C
S
側
の
主
張
す
る
再
軍
備
の
開
始
を
受
け
入
れ
た
と
判
断
し
た
と

　
さ
れ
る
が
（
柴
山
、
前
掲
論
文
、
五
三
頁
注
　
一
一
）
、
そ
の
際
に
「
太
平
洋
協

　
定
」
構
想
が
説
得
材
料
と
し
て
活
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑫
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軍
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平
洋
協
定
」
の
成
否
に
関
し
て
、
「
米
国
が
必
要
と
考
え
る
よ
う

　
な
対
日
講
和
に
他
の
構
成
国
が
合
意
し
な
い
か
ぎ
り
、
米
国
は
協
定
に
コ
ミ
ッ
ト

　
す
べ
き
で
は
な
い
扁
と
説
明
し
て
お
り
（
U
巳
『
ω
8
冒
鴇
ロ
P
智
ロ
恥
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一
綜
押

　
冤
舞
一
㊤
饅
一
く
剛
（
一
）
も
．
一
ω
刈
）
、
ま
た
日
本
の
参
加
に
つ
い
て
も
、
米
国
が

　
提
案
す
る
安
全
保
障
取
極
め
を
日
本
式
が
受
け
入
れ
る
意
思
が
あ
る
か
否
か
を
ま

　
ず
確
認
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
（
ζ
Φ
ヨ
。
ξ
鳴
㊥
費
①
ざ
蜜
口
吋
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第
三
章
　
東
　
京
　
会
　
談
－
安
全
保
障
枠
組
み
の
再
構
築
と
「
日
米
」
合
意
の
成
立
1

第
一
節
　
東
　
京
　
会
　
談
（
じ
一
安
全
保
障
枠
組
み
の
再
構
築
一

　
ダ
レ
ス
が
ワ
シ
ン
ト
ン
を
発
つ
時
点
で
携
え
て
い
た
安
金
保
障
構
想
は
、
一
九
五
〇
年
九
月
に
国
務
・
国
防
両
省
が
合
意
し
た
「
N
S
C
六

〇
／
一
の
論
理
」
を
前
提
と
し
、
「
太
平
洋
協
定
」
に
よ
っ
て
そ
れ
を
補
完
す
る
と
い
う
「
二
層
構
造
」
か
ら
成
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
「
平
和
条
約
一
日
米
二
国
間
補
足
協
定
」
と
い
う
枠
組
み
に
従
い
、
平
和
条
約
に
よ
っ
て
講
和
後
の
米
軍
駐
留
を
規
定
し
、
日
米
二
国
間

協
定
に
よ
っ
て
そ
の
実
施
に
伴
う
細
目
を
取
極
め
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
、
「
太
平
洋
協
定
」
に
よ
っ
て
日
本
再
軍
備
を
正

当
化
し
、
同
時
に
「
太
平
洋
二
階
A
T
O
」
を
求
め
る
諸
国
に
米
国
の
安
全
保
障
コ
ミ
ッ
ト
と
い
う
「
代
償
」
を
与
え
る
こ
と
で
「
寛
大
な
講

和
」
の
実
現
を
確
実
な
も
の
に
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
東
京
会
談
で
は
、
平
和
条
約
で
米
軍
駐
留
を
規
定
す
る
と
い
う
米
国
構
想
の
前

提
が
崩
れ
、
ダ
レ
ス
は
安
全
保
障
枠
組
み
の
再
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　
五
～
年
一
月
二
五
日
、
ダ
レ
ス
使
節
団
は
東
京
に
到
着
し
た
。
東
京
会
談
の
中
心
的
な
争
点
は
安
全
保
障
で
あ
り
、
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
た

の
は
日
本
に
お
け
る
米
軍
基
地
確
保
な
ら
び
に
そ
の
自
由
使
用
権
の
獲
得
で
あ
っ
た
が
、
会
談
が
始
ま
る
前
、
ダ
レ
ス
は
五
〇
年
六
月
の
マ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

カ
ー
サ
i
提
案
に
「
盲
目
的
」
に
従
っ
て
き
た
こ
と
に
不
安
を
抱
い
て
い
た
。
そ
し
て
実
際
、
会
談
の
開
始
と
と
も
に
、
平
和
条
約
内
に
駐
軍

規
定
を
設
け
る
と
の
米
国
の
方
針
に
対
し
て
、
英
国
と
日
本
か
ら
反
論
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
英
国
は
こ
れ
ま
で
～
貫
し
て
、
日
本
の
安
全
保
障
問
題
を
「
日
米
防
衛
協
定
」
に
よ
っ
て
処
理
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
た
。
平
和
条
約
に
駐

軍
規
定
を
含
ん
だ
場
合
、
そ
れ
が
強
制
的
な
措
置
で
あ
る
と
の
印
象
を
与
え
か
ね
ず
、
ま
た
安
全
保
障
に
関
す
る
問
題
を
自
由
に
議
論
す
る
た

め
に
も
平
和
条
約
か
ら
分
離
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
こ
の
英
国
の
見
解
は
、
～
月
二
九
日
、
ガ
ス
コ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ン
（
ω
腔
≧
墨
受
O
器
8
陣
σ
q
需
）
駐
日
英
国
代
表
部
主
席
と
の
会
談
で
ダ
レ
ス
に
伝
え
ら
れ
た
。
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対目講和とアメリカの「太平洋協定」構想（浜井）

　
他
方
、
日
本
政
府
に
と
っ
て
も
、
「
強
制
的
な
性
質
」
を
有
す
る
平
和
条
約
に
「
駐
兵
」
を
規
定
す
る
こ
と
は
「
国
民
感
情
上
お
も
し
ろ
く

な
い
」
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
見
地
か
ら
、
一
月
三
〇
日
に
吉
田
茂
の
「
私
案
」
と
し
て
米
国
側
に
提
出
し
た
「
わ
が
方
見
解
」
は
、

「〔

ﾄ
軍
と
の
協
力
の
た
め
の
取
極
は
〕
平
等
の
協
同
者
と
し
て
の
日
米
両
国
間
に
お
け
る
相
互
の
安
全
保
障
の
た
め
の
協
力
を
規
定
す
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
て
、
平
和
条
約
と
は
別
個
に
作
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
立
場
を
表
明
し
た
。

　
こ
れ
ら
両
政
府
の
見
解
は
、
ハ
ワ
ー
ド
が
五
〇
年
七
月
に
ダ
レ
ス
に
訴
え
て
い
た
懸
念
を
裏
書
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ダ
レ
ス
は
こ
れ
ら
の

反
論
を
受
け
て
、
一
月
三
一
日
の
使
節
団
会
議
の
席
上
、
「
平
和
条
約
〔
案
〕
に
あ
る
、
い
く
つ
か
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
事
項
を
二
国
間
の

も
の
へ
と
移
し
、
条
約
内
に
は
明
示
し
な
い
ほ
う
が
賢
明
か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
駐
兵
と
安
全
保
障
に
関
し

て
、
「
何
を
平
和
条
約
内
に
規
定
し
、
何
を
二
国
間
協
定
に
規
定
し
、
何
を
日
米
の
非
公
式
の
了
解
事
項
と
す
る
か
」
に
つ
い
て
注
意
深
く
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
発
言
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
準
備
し
て
き
た
条
約
案
の
書
き
換
え
を
行
う
よ
う
に
指
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
講
和
後
の
米
軍
駐
留
に
関
す
る
規
定
を
平
和
条
約
と
は
別
途
の
二
国
間
取
極
め
と
し
て
締
結
す
る
と
い
う
方
式
、
す
な
わ
ち
基
地
協
定
方
式

は
、
日
本
人
感
情
へ
の
配
慮
か
ら
五
〇
年
一
月
に
圏
務
省
が
退
け
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ダ
レ
ス
の
鞄
の
中
に
は
、
す
で
に
こ
の
問

題
に
対
処
す
る
た
め
の
材
料
が
入
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
日
本
と
の
間
に
国
連
憲
章
第
五
一
条
に
基
づ
く
安
全
保
障
取
極
め
を
締
結
し
、
そ
の

も
と
で
米
軍
駐
留
を
規
定
す
る
と
い
う
方
式
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
講
和
予
備
交
渉
時
に
米
軍
駐
留
の
継
続
を
批
判
し
た
ソ
連
に
対
抗
す
る
論

理
と
し
て
浮
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
五
〇
年
＝
月
、
ソ
連
の
マ
リ
ク
（
く
鶴
犀
。
ぴ
ζ
ゆ
瓢
犀
）
国
連
代
表
は
、
占
領
軍
の
撤
退
と
講
和
後
の
駐
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
関
し
て
米
国
の
明
確
な
彰
々
を
求
め
る
「
エ
イ
ド
・
メ
モ
ア
ー
ル
」
を
提
出
し
た
が
、
ダ
レ
ス
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
し
た
回
答
（
～
二
月

一
毛
日
付
）
は
、
講
和
後
の
米
軍
駐
留
を
次
の
よ
う
に
正
当
化
し
て
い
た
。

　
　
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
予
定
し
た
「
平
和
、
安
全
及
び
正
義
の
新
秩
序
」
が
確
立
さ
れ
ず
ま
た
、
無
責
任
な
軍
国
主
義
が
世
界
か
ら
駆
逐
さ
れ
て
い
な
い
事
実

　
　
は
、
同
時
に
、
日
本
国
が
合
衆
国
及
び
他
の
国
と
と
も
に
、
国
際
連
合
憲
章
及
び
特
に
そ
の
第
五
一
条
に
予
定
さ
れ
た
個
別
的
及
び
集
団
的
自
衛
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
の
取
極
に
参
加
す
る
こ
と
を
妥
当
な
ら
し
め
る
。
こ
れ
ら
の
取
極
は
、
合
衆
国
及
び
他
の
国
の
軍
隊
を
田
本
国
に
駐
在
さ
せ
る
規
定
を
含
み
う
る
。
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こ
の
圓
答
で
示
し
た
方
式
は
、
ダ
レ
ス
の
指
示
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
一
月
一
三
日
付
の
安
全
保
障
条
項
案
に
よ
っ
て
早
く
も

　
　
　
　
　
⑧

具
体
化
さ
れ
た
。
新
た
な
条
項
案
で
は
、
条
約
署
名
国
に
よ
る
平
和
義
務
遂
行
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
薦
本
が
国
連
憲
章
第
五
一
条
に
あ
る

固
有
の
「
個
別
的
ま
た
は
集
団
的
自
衛
権
」
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
連
合
国
の
参
加
す
る
集
団
安
全
保
障
取
極
め
を
日
本
が
自
発
的
に
締
結
す

る
の
に
同
意
す
る
こ
と
な
ど
国
連
憲
章
に
沿
っ
た
原
則
の
み
が
明
記
さ
れ
た
。
そ
の
～
方
で
、
講
和
後
に
お
け
る
米
国
の
安
全
保
障
上
の
特
別

な
関
与
を
示
す
表
現
を
注
意
深
く
避
け
、
米
軍
の
駐
留
に
関
す
る
規
定
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
修
正
に
よ
り
、
ソ
連
の
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
攻
撃
に
対
抗
し
、
講
和
後
の
米
軍
駐
留
に
不
満
を
持
つ
諸
国
に
対
し
て
も
平
和
条
約
署
名
へ
の
道
を
拓
く
と
と
も
に
、
駐
留
に
関
す
る
規

定
を
日
本
と
の
二
国
間
取
極
め
で
規
定
す
る
基
礎
を
築
く
こ
と
を
狙
っ
た
と
い
え
る
。

　
こ
の
新
た
な
条
項
案
の
概
要
は
、
二
月
二
日
の
ダ
レ
ス
・
ガ
ス
コ
イ
ン
会
談
で
、
「
英
国
政
府
の
見
解
を
尊
重
」
し
た
点
を
強
調
し
つ
つ
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

え
ら
れ
、
ガ
ス
コ
イ
ン
も
こ
れ
に
謝
意
を
表
し
た
。
一
方
、
日
本
側
に
対
し
て
は
二
月
五
日
、
平
和
条
約
案
の
概
要
を
説
明
し
た
「
仮
覚
書
」

　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
し
て
伝
え
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ダ
レ
ス
は
、
東
京
会
談
の
開
始
と
と
も
に
、
訪
日
前
に
考
慮
し
て
き
た
構
想
と
は
異
な
る
枠
組
み
で
米
国
の
軍
事
的
要
件
を
満

た
す
必
要
に
迫
ら
れ
、
代
替
案
と
し
て
、
平
和
条
約
の
安
全
保
障
条
項
に
明
記
さ
れ
る
自
衛
権
に
基
づ
く
別
個
の
取
極
め
を
日
米
間
で
締
結
す

る
こ
と
で
駐
兵
の
権
利
を
獲
得
す
る
方
針
に
傾
き
つ
つ
あ
っ
た
。
新
た
な
取
極
め
と
し
て
ダ
レ
ス
は
、
五
〇
年
九
月
以
降
、
米
軍
駐
留
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
細
目
規
定
を
取
極
め
る
補
足
協
定
と
し
て
考
慮
し
て
き
た
マ
グ
ル
ー
ダ
ー
案
を
活
用
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
が
、
次
節
で
み
る
よ
う
に
、
米

國
の
安
全
保
障
構
想
が
流
動
化
し
た
段
階
で
日
本
側
か
ら
具
体
的
な
提
案
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
米
国
の
立
案
作
業
を
促
進
す
る
重
要
な
要

因
と
な
る
。

第
二
節
東
京
会
談
（
二
）
一
「
日
米
」
合
意
の
成
立
1

一
月
二
九
日
と
三
一
日
に
行
な
わ
れ
た
ダ
レ
ス
と
の
会
談
で
、
吉
田
茂
が
再
軍
備
に
対
し
て
消
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
こ
と
は
、
ダ
レ
ス
に
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対日講和とアメリカの「太平洋協定」構想（浜弁）

失
望
感
を
与
え
て
い
た
。
そ
こ
で
吉
田
に
対
す
る
不
信
感
が
芽
生
え
つ
つ
あ
る
と
察
知
し
た
日
本
側
は
、
「
こ
の
際
か
ね
て
用
意
し
て
あ
る
安

全
保
障
に
関
す
る
具
体
案
を
わ
が
方
か
ら
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
談
を
具
体
問
題
の
討
議
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
が
今
次
会
談
に
実
質
的
成

果
を
期
待
す
る
最
善
の
途
で
あ
る
」
と
考
え
、
二
月
一
日
の
日
米
事
務
会
談
の
席
上
、
「
相
互
の
安
全
保
障
の
た
め
の
日
米
協
力
に
関
す
る
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

想
」
と
題
す
る
日
米
二
国
間
協
定
の
原
案
を
提
出
し
た
。

　
外
務
省
に
お
け
る
講
和
準
備
作
業
に
基
づ
き
協
定
案
形
式
で
作
成
さ
れ
た
こ
の
提
案
は
、
国
連
憲
章
の
安
全
保
障
原
則
を
確
認
し
た
前
文
と
、

日
米
両
国
の
責
務
及
び
そ
れ
に
付
随
す
る
事
項
を
含
め
た
一
〇
項
目
か
ら
成
る
簡
潔
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
提
案
の
核
心
は
、
米
軍

の
駐
留
に
日
本
が
門
同
意
す
る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
第
四
項
に
あ
り
、
駐
留
軍
の
構
成
に
関
し
て
日
本
側
は
「
米
軍
の
み
の
駐
屯
を
望
む
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

こ
と
を
強
調
し
た
。
米
国
側
は
「
頗
る
ヘ
ル
プ
フ
ル
」
で
あ
る
と
評
価
し
て
こ
の
提
案
を
受
理
し
た
。

　
こ
の
日
本
側
の
提
案
は
、
米
軍
の
単
独
駐
留
を
日
米
二
国
間
で
取
極
め
る
こ
と
を
日
本
自
身
が
希
望
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
と
い
う

点
で
、
ダ
レ
ス
使
節
団
が
新
た
な
安
全
保
障
取
極
め
の
立
案
を
進
め
る
う
え
で
決
定
的
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
。
使
節
団
に
随
行
し
た
バ
ブ

コ
ッ
ク
（
O
■
ω
け
9
鵠
け
O
P
ゆ
餌
σ
O
O
O
犀
）
が
後
に
記
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
〔
米
軍
駐
留
に
関
し
て
〕
日
本
政
府
は
自
ら
安
全
保
障
協
定
案
を
準
備
し

て
い
た
が
、
こ
れ
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
用
意
さ
れ
た
も
の
に
近
く
、
ダ
レ
ス
使
節
団
に
と
っ
て
米
国
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
草
案
よ
り
交
渉
の
基
礎
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
受
け
入
れ
可
能
な
も
の
」
で
あ
っ
た
。

　
翌
二
日
午
前
の
使
節
団
会
議
に
お
い
て
ダ
レ
ス
は
、
日
本
側
の
提
案
を
吟
味
し
、
他
の
連
合
国
に
よ
る
「
印
だ
け
の
軍
隊
」
の
駐
留
は
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

を
提
供
す
る
国
家
の
プ
ラ
イ
ド
を
満
た
す
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
、
米
軍
の
み
の
駐
留
が
望
ま
し
い
と
す
る
立
場
を
固
め
た
。
そ
の
う
え
で
、

同
日
の
事
務
会
談
で
米
国
側
が
暫
定
案
と
し
て
、
マ
グ
ル
ー
ダ
ー
案
に
第
四
項
を
含
む
日
本
側
協
定
案
の
文
言
を
盛
り
込
ん
だ
「
相
互
安
全
保

障
の
た
め
の
日
米
協
力
協
定
」
案
を
提
出
し
た
こ
と
は
、
日
米
二
国
間
協
定
に
よ
っ
て
米
軍
の
み
の
駐
留
を
取
極
め
る
と
い
う
方
針
が
日
米
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

で
了
解
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

　
駐
留
権
の
獲
得
を
確
実
と
し
た
ダ
レ
ス
に
と
っ
て
、
残
さ
れ
た
問
題
は
取
極
め
の
形
式
を
い
か
に
処
理
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
こ
の
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点
に
関
し
て
日
本
側
の
提
案
は
、
米
国
が
考
慮
し
つ
つ
あ
っ
た
国
連
憲
章
第
五
～
条
に
基
づ
く
取
極
め
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
二

月
一
日
案
は
米
国
の
責
務
と
し
て
、
「
国
際
連
合
が
B
本
に
対
す
る
侵
略
の
行
為
の
存
在
を
決
定
し
た
と
き
は
、
合
衆
国
は
侵
略
を
排
除
す
る

た
め
直
ち
に
必
要
な
一
切
の
措
置
を
と
る
」
と
と
も
に
、
国
連
憲
章
第
五
一
条
の
適
用
に
よ
り
、
「
日
本
國
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
日
米
両
国
は
、
自
衛
権
を
発
動
し
て
所
要
の
対
抗
措
置
を
と
る
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
た
。
こ
れ
は
ダ
レ
ス
に
と
っ
て
、
北
大
西
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

条
約
第
五
条
が
有
す
る
「
集
団
防
衛
」
の
論
理
よ
り
も
踏
み
込
ん
だ
防
衛
義
務
を
米
国
に
課
す
る
も
の
と
認
識
さ
れ
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
日
本
側
の
重
要
に
つ
い
て
は
「
重
圏
の
安
全
と
生
存
を
守
る
た
め
に
固
有
の
自
衛
権
を
完
全
に
有
す
る
こ
と
」
を
声
明
し
、

「
日
本
に
対
す
る
侵
略
を
排
除
す
る
た
め
に
と
ら
れ
る
合
衆
国
の
行
動
に
、
可
能
な
る
一
切
の
援
助
及
び
協
力
を
な
す
」
と
し
て
い
た
。
日
本

の
協
力
の
具
体
的
内
容
に
関
し
て
米
国
側
は
繰
り
返
し
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
フ
ォ
ー
ス
」
に
よ
る
協
力
を
期
待
す
る
旨
を
強
調
し
た
が
、
日
本
側

は
工
業
生
産
力
や
施
設
提
供
に
よ
る
協
力
に
言
及
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
米
国
側
の
求
め
に
応
じ
て
「
再
軍
備
と
憲
法
」
に
関
す
る

文
書
三
月
二
日
付
）
を
提
出
し
、
そ
の
中
で
「
日
本
が
軍
備
を
も
つ
た
め
に
は
、
憲
法
第
九
条
を
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
」
ず
、
そ
の
憲
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

改
正
は
「
極
め
て
デ
リ
ケ
ー
ト
で
あ
っ
て
困
難
」
で
あ
る
と
の
日
本
の
立
場
を
明
確
に
し
た
。

　
再
軍
備
に
は
憲
法
改
正
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
困
難
」
で
あ
る
と
の
日
本
側
の
主
張
は
、
ダ
レ
ス
が
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
を
考
案
す

る
際
に
想
定
し
て
い
た
事
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
二
月
二
日
の
ガ
ス
コ
イ
ン
と
の
会
談
に
お
い
て
、
「
太
平
洋
協
定
」
に
対
す
る
英
国
政
府
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

強
硬
な
反
論
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ダ
レ
ス
は
こ
の
構
想
の
取
り
扱
い
方
を
本
国
政
府
に
打
診
す
る
状
況
下
に
あ
っ
た
。

　
英
国
の
反
対
に
よ
り
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
が
宙
に
浮
い
た
こ
と
は
、
対
日
交
渉
の
局
面
に
お
い
て
は
、
日
本
に
再
軍
備
を
促
す
た
め
に
用

意
し
た
「
装
置
」
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
し
か
し
ダ
レ
ス
は
こ
れ
以
後
、
再
軍
備
問
題
に
固
執
す
る
よ
り
も
、
講
和

や
基
地
権
利
の
獲
得
に
関
す
る
合
意
を
優
先
す
る
方
針
に
転
じ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
米
国
政
府
内
に
お
い
て
は
直
ち
に
B
本
再
軍
備
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
関
し
て
の
合
意
は
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ

の
た
め
訪
日
時
に
ダ
レ
ス
が
携
え
て
い
た
い
か
な
る
取
極
め
案
に
も
再
軍
備
そ
の
も
の
を
規
定
す
る
条
項
を
盛
り
込
む
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
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な
か
っ
た
。
実
際
、
ガ
ス
コ
イ
ン
が
ダ
レ
ス
と
の
最
初
の
会
談
で
二
国
間
協
定
に
よ
っ
て
軍
隊
の
創
設
を
規
定
す
る
よ
う
提
案
し
た
の
に
対
し
、

軍
事
的
観
点
か
ら
こ
れ
を
検
討
し
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（
国
警
U
し
。
冨
ω
8
）
陸
軍
次
官
補
は
、
「
日
本
が
条
約
に
よ
っ
て
軍
隊
を
創
設
す
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

要
請
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
ダ
レ
ス
に
進
言
し
た
。
「
も
し
日
本
が
自
衛
の
原
則
と
集
団
安
全
保
障
へ
の
貢
献
を
受
け
入
れ
る
の
な
ら
ば
、

必
要
な
何
ら
か
の
軍
隊
を
創
設
す
る
だ
ろ
う
」
と
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
指
摘
は
こ
の
時
の
使
節
団
の
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で

は
米
国
の
再
軍
備
要
求
に
は
当
初
か
ら
限
界
が
あ
っ
た
と
い
え
、
実
際
、
再
軍
備
の
早
期
実
現
を
強
く
求
め
る
者
の
目
に
は
米
国
の
姿
勢
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
不
徹
底
」
で
あ
る
よ
う
に
映
っ
て
い
た
。
し
か
し
　
方
で
、
日
本
側
が
「
米
国
の
軍
事
専
門
家
」
の
逸
書
を
取
り
入
れ
て
「
民
主
的
軍
隊
」

を
設
立
す
る
意
思
を
示
し
た
文
書
「
再
軍
備
に
関
す
る
当
初
措
置
」
を
提
出
し
た
こ
と
は
、
米
国
が
望
む
か
た
ち
で
の
再
軍
備
を
米
国
側
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

「
期
待
」
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
ダ
レ
ス
は
、
日
米
の
防
衛
責
務
の
非
対
称
性
が
当
面
は
克
服
し
が
た
い
こ
と
を
前
提
に
、
基
地
権
利
の
獲
得
を
主
眼
と
し
た
取
極

め
の
立
案
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
月
五
日
、
使
節
団
会
議
の
席
で
ダ
レ
ス
は
、
「
日
本
が
憲
法
問
題
を
克
服
し
、
公
式
に
軍
事
的
義
務

を
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
再
軍
備
の
圧
力
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
、
「
米
国
は
義
務
よ
り
も
権
利
を
欲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

す
る
」
と
し
て
、
「
暫
定
的
な
措
置
」
と
し
て
の
日
米
二
国
間
協
定
で
米
軍
駐
留
の
権
利
を
確
保
す
る
方
針
を
明
確
に
し
た
。

　
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
考
案
さ
れ
た
「
平
和
条
約
i
日
米
二
国
間
協
定
－
行
政
協
定
」
と
い
う
新
た
な
枠
組
み
は
、
こ
れ
ま
で
作
成
し
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
種
々
の
草
案
を
新
た
に
「
書
き
直
し
」
た
と
い
う
よ
り
も
再
「
編
集
」
し
た
結
果
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
平
和
条
約
に
国

連
憲
章
第
五
一
条
の
原
則
を
明
記
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
正
式
な
安
全
保
障
取
極
め
が
成
立
す
る
ま
で
の
暫
定
協
定
と
し
て
、
日
米
二
国
間
協
定

を
締
結
す
る
。
そ
し
て
こ
の
協
定
は
、
こ
れ
ま
で
平
和
条
約
に
含
む
も
の
と
し
て
考
慮
さ
れ
て
き
た
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
雷
の
再
解
釈
に
よ
り
継
続

的
駐
留
を
正
当
化
す
る
論
理
を
前
文
に
掲
げ
、
日
本
が
「
国
内
又
は
そ
の
近
辺
」
に
米
軍
を
駐
屯
さ
せ
る
権
利
を
「
許
与
し
」
、
米
国
が
こ
れ

を
「
受
諾
」
す
る
旨
を
第
一
条
で
規
定
す
る
も
の
と
し
た
。
再
軍
備
に
関
し
て
は
、
前
文
に
「
自
国
国
土
の
防
衛
の
た
め
漸
増
的
に
自
ら
責
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
負
う
」
こ
と
を
米
国
が
「
期
待
す
る
」
と
の
一
節
を
盛
り
込
む
こ
と
で
、
そ
の
可
能
性
を
拓
い
た
。
一
方
、
こ
れ
ま
で
マ
グ
ル
ー
ダ
ー
ら
が
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検
討
し
て
き
た
駐
留
を
め
ぐ
る
細
目
規
定
に
つ
い
て
は
、
批
准
を
要
さ
な
い
行
政
協
定
で
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
協
定
案
は
、

二
月
六
日
に
日
本
側
に
手
交
さ
れ
、
若
干
の
修
正
を
経
て
、
二
月
九
日
に
日
米
間
で
「
イ
ニ
シ
ア
ル
」
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
日
米
間
に
お
い
て
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
合
意
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
軍
事
力
を
国
際
化
す
る
こ
と
で
「
公
式

な
」
再
軍
備
を
可
能
と
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
「
太
平
洋
協
定
」
と
い
う
、
ダ
レ
ス
が
こ
の
構
想
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
目
的
の
一
つ
が
失

わ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
米
国
が
日
本
を
含
め
た
か
た
ち
で
の
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
に
固
執
す
る
必
要
性
は
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
日
米
間
の
合
意
以
後
、
ダ
レ
ス
に
と
っ
て
「
太
平
洋
協
定
」
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

を
「
寛
大
な
講
和
」
に
取
り
込
む
た
め
に
米
国
の
安
全
保
障
コ
ミ
ッ
ト
を
付
与
す
る
と
い
う
「
代
償
」
と
し
て
の
み
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

あ
り
、
こ
こ
に
、
A
N
Z
U
S
・
心
逸
と
い
う
個
別
的
な
条
約
方
式
の
可
能
性
が
拓
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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日
の
会
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調
書
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頁

⑭
　
た
だ
し
、
ダ
レ
ス
が
携
行
し
て
い
た
第
四
案
は
、
あ
く
ま
で
N
S
C
六
〇
／
一

　
の
論
理
に
忠
実
に
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駐
軍
の
根
拠
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平
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条
約
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て
い
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．
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⑯
た
だ
し
、
日
本
側
の
提
案
で
は
米
軍
の
駐
留
に
「
玉
本
が
同
意
す
る
」
と
し
て

　
い
た
表
現
を
、
従
来
の
安
全
保
障
条
項
案
の
表
現
に
即
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門
日
本
は
要
請
し
、
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す
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さ
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た
（
鼠
Φ
ヨ
o
o
h
O
o
o
く
葭
ω
巴
o
P
閃
Φ
ぴ

　
ぴ
ρ
し
り
α
ド
寡
題
レ
O
㎝
ど
く
H
（
P
）
憎
で
唱
．
置
ω
山
愈
）
。
ダ
レ
ス
の
も
と
へ
回
答
が

　
届
い
た
の
は
、
日
米
合
意
成
立
後
の
二
月
九
日
で
あ
っ
た
。

お
　
わ
　
り
　
に

⑳
旨
。
ぎ
ω
。
茸
。
U
島
①
。
・
㍉
㊦
げ
一
層
む
蟄
り
沁
旨
＼
卜
。
－
〉
∴
し
。
G
。

⑳
＝
九
五
一
年
二
月
一
B
」
明
芦
田
均
日
記
臨
第
三
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八

　
六
年
目
四
四
七
百
ハ

⑫
　
欝
巳
畝
緯
ω
8
℃
ω
｛
o
H
刃
①
碧
皐
簿
ヨ
Φ
暮
唱
δ
⑳
鑓
ヨ
」
（
一
九
五
一
年
二
月
三
日

　
付
）
咽
調
書
W
瞼
一
八
二
頁

⑬
ζ
昏
。
9
鳴
①
器
冤
扇
Φ
び
ρ
理
り
日

⑳
認
§
。
9
哨
雷
δ
ざ
「
⑦
げ
9
む
㎝
押
莞
舞
6
蟄
謄
く
H
（
一
）
も
’
。
。
2

⑳
　
　
「
日
本
国
連
合
國
間
平
和
条
約
お
よ
び
国
際
連
合
憲
章
第
五
一
条
の
規
定
に
し

　
た
が
い
作
成
さ
れ
た
集
団
的
自
衛
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
お
よ
び
日
本
国
間

　
協
｛
口
偏
　
『
調
一
轡
W
』
詣
ハ
五
一
謁
ハ
議
ハ
票
田

⑳
　
こ
の
こ
と
は
、
二
月
六
日
の
ガ
ス
コ
イ
ン
と
の
会
談
に
お
い
て
ダ
レ
ス
が
、
英

　
国
政
府
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
「
寛
大
な
講
和
扁
を
受
け

　
入
れ
る
よ
う
に
説
得
し
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
即
座
に
こ
の
「
太
平
洋
協
定
扁
と
い

　
う
考
え
を
放
棄
す
る
、
と
述
べ
た
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
よ
う
（
と
①
ヨ
0
9

　
評
器
望
扇
①
げ
ρ
一
〇
9
肉
h
＼
門
出
山
鵯
）
。

　
以
上
の
経
緯
か
ら
、
東
京
会
談
に
お
い
て
安
全
保
障
枠
組
み
が
再
構
築
さ
れ
、
日
本
と
の
間
に
「
暫
定
的
」
な
二
国
間
協
定
が
合
意
さ
れ
る

過
程
に
お
い
て
、
米
国
は
日
本
を
含
め
た
か
た
ち
で
「
太
平
洋
協
定
」
を
実
現
す
る
と
い
う
所
期
の
構
想
に
固
執
す
る
必
要
を
失
っ
た
と
結
論

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
れ
以
後
米
国
は
、
東
京
会
談
で
合
意
さ
れ
た
新
た
な
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
講
和
と
安
全
保
障
を
め
ぐ
る

議
論
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
意
味
で
東
京
会
談
は
、
講
和
の
み
な
ら
ず
、
米
国
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
安
全
保
障
戦
略
に
と
っ
て

も
重
要
な
転
機
と
な
っ
た
。

　
東
京
会
談
の
際
に
ダ
レ
ス
が
携
え
て
い
た
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
は
、
N
S
C
六
〇
／
～
の
論
理
に
基
づ
い
て
米
軍
駐
留
の
権
利
を
平
和
条
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約
に
よ
っ
て
確
保
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
ま
た
日
本
を
構
成
国
に
含
む
意
義
が
再
軍
備
の
た
め
の
国
際
的
な
枠
組
み
を
形
成
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
点
で
、
日
本
人
感
情
に
配
慮
し
つ
つ
米
国
の
軍
事
的
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
目
的
に
立
案
さ
れ
た
ハ
ワ
ー
ド
の
構
想
と
は
大
き
く

異
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
駐
軍
に
関
す
る
規
定
を
平
和
条
約
と
は
別
途
に
取
極
め
る
必
要
が
生
じ
た
際
に
、
ダ
レ
ス
の

「
太
平
洋
協
定
」
案
は
代
替
案
た
り
え
な
か
っ
た
。
一
方
、
米
軍
駐
留
を
可
能
と
す
る
取
極
め
を
国
連
憲
章
第
五
一
条
に
基
づ
く
も
の
と
し
て

日
本
と
の
問
に
締
結
す
る
に
は
「
相
互
性
」
の
問
題
か
ら
日
本
に
正
式
な
再
軍
備
を
求
め
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
米
国
政
府
内
に
お
い
て
再
軍

備
に
関
す
る
方
針
が
固
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
う
え
に
、
英
国
の
反
対
に
よ
り
再
軍
備
を
可
能
と
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
「
太
平
洋
協
定
」
を

提
示
し
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
な
お
日
本
と
の
間
に
合
意
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
日
本
側
が
自
ら
、
講
和
後
に
お
け
る
米
軍
駐
留
に
「
同
意
」
す
る
二
国
間
取

極
め
を
締
結
す
る
意
思
を
示
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
新
た
な
安
全
保
障
取
極
め
を
模
索
す
る
最
中
に
与
え
ら
れ
た
日
本
側
の
提
案

は
、
ダ
レ
ス
に
と
っ
て
米
国
の
軍
事
的
要
件
を
確
保
す
る
絶
好
の
材
料
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
米
圏
は
、
日
本
側
の
意
思
を
尊
重

す
る
か
た
ち
で
、
駐
留
権
の
獲
得
に
焦
点
を
絞
っ
た
日
米
二
国
間
協
定
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
ダ
レ
ス
は
こ
の
協
定

を
「
暫
定
的
」
な
性
格
の
も
の
と
す
る
こ
と
で
、
将
来
的
な
再
軍
備
を
方
向
づ
け
る
た
め
の
一
節
を
協
定
に
盛
り
込
み
つ
つ
、
日
本
に
対
し
て

は
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
決
議
の
論
理
を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
側
が
可
能
と
判
断
し
て
い
た
「
集
団
的
自
衛
の
関
係
」
の
構
築
を
拒
絶

し
た
。
こ
う
し
た
措
置
に
よ
り
、
事
前
に
考
慮
し
て
い
た
枠
組
み
と
は
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
実
質
的
に
は
米
国
に
と
っ
て
満

足
す
べ
き
合
意
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
新
た
な
枠
組
み
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
を
含
め
た
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
は
対
日
講
和
の
文
脈
に
お
い
て
は
姿
を
消
す
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
米
国
の
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
「
集
団
防
衛
」
体
制
を

構
築
す
る
と
い
う
地
域
的
安
全
保
障
の
観
点
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
対
日
講
和
を
急
ぐ
米
国
が
、
米
国
の
安
全
保
障
上
の
要
請
や
「
寛
大
な

講
和
」
の
実
現
と
い
っ
た
、
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
國
際
的
正
当
性
を
確
保
す
る
た
め
の
「
装
置
」
と
し
て
案
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た

34 （34）



対日講和とアメリカの「太平洋協定」構想（浜弁）

が
っ
て
、
「
太
平
洋
協
定
」
に
拠
ら
ず
と
も
米
圏
の
望
む
講
和
が
実
現
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
固
執
す
る
必
要
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
　
方
で
、
こ
の
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
を
立
案
す
る
過
程
で
ハ
ワ
ー
ド
や
ダ
レ
ス
ら
が
議
論
し
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
包
括
的
な

安
全
保
障
体
制
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
米
国
の
こ
の
地
域
に
対
す
る
戦
略
を
方
向
づ
け
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
る
。

　
ダ
レ
ス
は
東
京
滞
在
中
に
、
日
米
二
国
間
協
定
が
将
来
的
に
拡
大
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
た
が
、
日
米
安
保
条
約
に
加
え
て
、
A
N
Z

U
S
・
米
比
条
約
が
協
議
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
＝
層
包
括
的
な
安
全
保
障
体
制
を
確
立
す
る
ま
で
」
の
暫
定
的
な

取
極
め
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
三
条
約
の
相
互
連
関
が
強
調
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
講
和
後
を
に
ら
ん
で
、
「
太
平
洋
協
定
」
が
想
定
し

た
枠
組
み
に
よ
る
安
全
保
障
体
制
の
構
築
の
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
実
際
に
こ
う
し
た
方
針
は
、
一
九
五
〇
年

代
に
お
け
る
米
国
の
ア
ジ
ア
政
策
文
書
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
日
本
に
対
し
て
も
、
一
九
六
〇
年
の
対
日
政
策
文
書
N
S
C
六
〇
〇
八
／

～
が
「
軍
事
問
題
に
関
す
る
日
本
の
考
え
方
に
重
要
な
変
化
が
な
い
限
り
、
地
域
的
な
安
全
保
障
の
枠
組
み
に
日
本
が
参
加
す
る
可
能
性
は
低

い
」
と
述
べ
る
に
至
る
ま
で
、
常
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
包
括
的
な
安
全
保
障
取
極
め
の
一
員
と
し
て
の
役
割
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と

　
　
①

に
な
る
。

　
結
果
と
し
て
、
米
国
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
戦
略
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
模
索
の
時
期
を
経
て
、
二
・
三
国
間
関
係
の

個
別
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
視
し
た
戦
略
へ
と
転
化
し
、
定
着
す
る
。
し
か
し
、
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
頓
挫
し
個
別
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
深
化
さ

せ
る
と
い
う
戦
後
米
国
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
歴
史
的
に
理
解
す
る
と
き
、
対
日
講
和
に
即

し
て
様
々
な
思
惑
を
は
ら
み
な
が
ら
も
、
な
お
そ
の
枠
組
み
に
お
い
て
包
括
的
な
安
全
保
障
体
制
を
志
向
し
た
国
務
省
の
「
太
平
洋
協
定
」
構

想
を
め
ぐ
る
議
論
は
有
効
な
手
が
か
り
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
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　　　　　　　The　“Pacific　Pact”　and　the　Peace　Settlement　with　Japan　：

The　U．S．　State　Department’s　Plans　for　Security　Arrangements，　1949－51

by

HAMAI　Kazufumi

　　The　short－lived　idea　of　a　“Pacific　Pact”　represented　the　first　attempt　by　the

U．S．　Government　一　or　more　correctly，　the　U．S．　State　Department　一　to　establislt　a

comprehensive　security　framework　in　the　Asia－Pacific　region．　Conceived　within

the　context　of　a　peace　settiement　with　Japan，　the　Pactac　Pact　was　also　a　chgd　of

the　Cold　War．　As　envisioned，　it　was　to　incorporate　Austratia，　Japan，　New

ZealaRd，　Philippine，　United　States　and　possibly　lndonesia．

　　Following　tke　collapse　of　the　United　Nations’　coitective　security　system，　and

within　the　context　of　subsequent　efforts　to　realize　yegienal　collective　defense

systems　as　provided　for　by　Airticle　51　of　the　U．N．　Charter，　vayious　natioBs　in　the

Asia－Pacvac　pushed　for　a　U．S．一centered　regional　arrangement　sirnilar　to　that　of

NATO．　For　its　part，　the　State　Department　saw　the　Pachic　Pact　as　a　solutioR　to

potentiai　security　problems　arising　from　the　forthcoming　peace　with　Japan．　ln　this

way，　the　State　Department　sought　thi’ough　the　Pacific　Pact　to　realize　an　early　and

generous　peace　with　Japan　一　which　would　in　turn　secure　that　nation’s　western

orientation　一　insofar　as　the　Pacfic　Pact　would　ensure　that　U．S．　security

requirements　in　Japan　were　met．　ln　other　words，　the　actual　establishment　of　a

regioRal　security　system　was　not　high　on　the　State　Department’s　agenda．　As　a

result，　Arnerican　enthusiasm　for　the　Pacdic　Pact　waned　after　the　successful

Japanese－American　negotiations　of　early　1951　established　the　basis　for　post－

occupation　U．S．一Japan　security　relations．　ln　the　end，　the　U．S．　concluded　a

number　of　individual　security　arrangements，　including　the　U．S．一Japan　Security

Treaty，　the　ANZUS　Treaty，　and　the　U．S．一Phitippine　Mutual　Defense　Treaty．

　　This　article　examines　microscopically　the　U．S．　State　Department’s　designs　for　a

security　arrangement，　witlm　the　context　of　its　thinl〈ing　regarding　a　peace

settlemeRt　with　JapaR　from　1949　to　1951．　lt　focuses　on　the　various　proposals　of

the　Special　Assistant　to　Secretary　of　State　John　B．　Howard　and　the　Special

Consultant　to　Secretayy　of　State　Jolm　Foster　Dulles　for　a　“Pacific　Pact．”　The　aim

of　this　article　is　to　yeveal　the　character　of　the　“Pacific　Pact，”　which　has　hitherto
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been　coRsidered　an　“elusive　arrangement，”　as　weg　as　to　reveal　the　role　played　by

the　Japanese－American　negotiations　of　1951　i皿　torpedoi19　翫e　Paci壼。　Pact．

Finally，　this　article　reconsiders　the　significance　of　the　concept　of　the　“Pacific　Pact”

as　a　part　of　American　strategy　toward　the　Asia－Pacfic　regioR　in　the　1950s．

La　r60rganisation　de　la　fete　d6cadaire　en　1’aR　III

par

YAMANAKA　Satoshi

Pendant　la　R6volution，　il　y　a　eu　plusieurs　essais　pour　r696n6rer　1’homme．　En

particulier，　en茎’an　II（septembre　1793－septembre　1794），1a　d6christianisation，　Ia

fete　de　la　Raison，　le　Calendrier　r6publicain，至e　changemen£de至a　d6nom1na廿on　des

　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ
p重aces，　la　f6£e　de　l’Etre　supreme，　e宅。．，　les　essais　caract6盤sques　ont　eu　lieu。

Pami　ces　essais，　je　m’int6resse　plus　par£圭culiさrement　b　Ia　fete　d6cadahre．　Cette

fδte，　cr6∈…e　en　novernbre　1793，　avait　heu　a　chaque　d6cade　pour　renforcer　la

mentaHt6　r6publicaine．　On　dit　que　la　fGte　n’6£ait　pas　importante，　car　beaucoup　de

gens，　qui　s’obstinaient　dans．la　pratique　traditionnel豆e　du　catho薮cisme　lui　ont

r6sist6．　Mais，　d’un　autre　poklt　de　vue，　je　Ia　trouve　tr6s㎞portante　pour　6tudier

la　1～吻oJ諭。ηdes　mceurs．

　　Aprさs　l’an　II，　la　Convention　nat呈onale　a　r60rganis6　cette　fさte　en　l’an　III，　donc　je

pense　que　cette　r60rganisation　ref16tait　la　relation　mutuelle　entre　les

物。励灘紹sco㎜e　les　fondateurs　des　nouveUes　moeurs　e毛1θ騨s卿吻1θ

qui　les　ont　adopt60u　leur　ont　r6sist6　a　leur　gr6．　Il　Ine　semble　que　cette　re至ation

est血dispensable　pour至’6tude　de　la　R6vokltion　des　moeurs．　C’est　pourquoi　l’ai

essay6　d’exalniner　le　caractさre　de茎a　r60rganisation　en　l’an　III．

　　En　l’an　II，　depuis　la　d6cision　de　la　ex6cution，　le　pubhc　avait　r6serv6　un　accue且

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
froid　2玉a　fete　d6cada辻e．　Aprbs　le　rapport　de　Robespierre　sur　1’eXistence　de　rEtre

supreme　ed’tmortalit6　de　l’ame（最or6al　18），　il　y　a　eu　retentisseme薮t　certain，

mais　圭l　a　6t6　hlnitat江．　Les　形z／olutionnaires　ont　6chou6　1’61argissment　de　玉a　fξite

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
d6cadaire，　et　la　f合te　de　rEtre　supreme　a　6t6　critiqu6e　comme　la　conspiration

contre－r6volutionna辻e　de　Robespierre．

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　Aprさs　le　coup　d’Etat　du　g　thermidor，　la　Convention　nationale　a　chang61e
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